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令和７年１2 月１9 日 
烏 山 総 合 支 所 
駅 周 辺 整 備 担 当 課 

 
千歳烏山駅周辺の街づくりについて 

 
１ 主旨 

駅周辺では、京王線連続立体交差事業や、駅前広場及び補助第２１６号線の道路整備 
事業が進められており、区では、街が大きく変わる機会を捉えて、駅周辺の街づくりを 
推進するため、更なる参加と協働により、千歳烏山駅周辺の「まち」の将来を考える

「ちとからまちづくりフォーラム」に取り組んでいる。 
このたび、「地域」の皆様によるワークショップの第３回目、および「子育て世代」

を対象としたインタビューの２回目を開催したため、開催結果を報告する。 
また、駅前広場南側地区における市街地再開発事業の検討については、まちの将来に

与える影響が大きいことから、「ちとからまちづくりフォーラム」の取組みとして、地
域住民と意見交換等を行う「街づくり情報交換会」を開催したため、結果について報告
する。 

 
２ 区域等 
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２ 

３ 経緯 
平成２６年２月 京王線連立及び駅前広場並びに補助第２１６号線の各事業認可 
平成２６年度  駅周辺地区街づくり構想策定 
令和３年 ６月 千歳烏山駅周辺地区地区計画等の策定及び関連都市計画の変更 

 令和７年 ２月  第１回ちとからまちづくりフォーラム 
７月 「未来絵日記」芦花中学校出張児童館（中学生対象） 
８月 「未来絵日記」粕谷児童館（小中学生対象、子育て世代含む） 

「未来絵日記」烏山児童館（小中学生対象、子育て世代含む） 
ちとからまちづくりフォーラム 地域ワークショップ（第１回） 

  ９月 未来絵日記（子育て世代インタビュー）第１回 
ちとからまちづくりフォーラム 地域ワークショップ（第２回） 

 １０月 ミニフォーラム（子ども若者フォーラム） 
 １１月 第１回千歳烏山駅前広場南側地区街づくり情報交換会 
     ちとからまちづくりフォーラム 地域ワークショップ（第３回） 
 １２月 未来絵日記（子育て世代インタビュー）第２回 

第２回千歳烏山駅前広場南側地区街づくり情報交換会 
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３ 

４ 「ちとからまちづくりフォーラム」の取組み 
（１）「地域」「子ども若者」「子育て世代」のワークショップについて 

今年度は、それぞれのグループにおいて、近隣中学校や高校、児童館等子ども関連施設
の協力を得て、児童館フローターや子育て支援コーディネーター等、様々な団体と調整・
連携しながら、来年度以降の「まちの将来イメージ（素案）」の作成に活用していくための
まちづくりのアイディアや課題等を集める取り組みを進めている。 

「地域」のグループにおいて、全３回のワークショップが終了し、地域住民が考える「ま
ち」の将来を示した未来絵日記も集まった。また、「子育て世代」を対象にしたインタビュ
ーの２回目も開催した。これらについても、１０月に開催したミニフォーラム（子ども若
者フォーラム）等の取組み結果とあわせて、令和８年２月に開催する第２回「ちとからま
ちづくりフォーラム」において、地域の皆様へ発表する。 

① 第３回地域ワークショップの開催結果 
開催日時：令和７年１１月２２日（土） １０時～１２時半 

 開催場所：烏山区民センター３階 区民集会室 
 参加人数：２４名 
 当日作成された未来絵日記：別紙１－①、１－②のとおり 
② 第２回「未来絵日記（子育て世代インタビュー）」（親子連れ対象）の開催結果 

開催日時：令和７年１２月９日（火） １１時～１２時、１６時～１７時 
  開催場所：子育てステーション烏山 
  参加人数：１４名 
  当日インタビュー記録：別紙２のとおり 

③ 成果（参加者・未来絵日記） 
 地域：参加者３４名(第１回)、２９名(第２回)、２４名(第３回)：未来絵日記３５枚 

子ども若者：参加者７０名：未来絵日記７２枚 
子育て世代：インタビュー参加者２８組：未来絵日記８枚 

 

  〈検討の進め方イメージ図〉 
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４ 

（２）駅前広場南側地区街づくり情報交換会の開催結果について 
 千歳烏山駅前広場南側地区における市街地再開発事業について、再開発準備組合に参加
協力いただき、事業の経緯や目的、仕組み、検討内容等について、地域住民と共有し、様々
な方の想いを知る対話の場として「街づくり情報交換会」を１１月１５日（第１回）、１２
月１３日（第２回）に開催した。 

なお、この「街づくり情報交換会」は、今後も継続して実施していく。 
① 開催概要 

対象範囲：千歳烏山駅周辺地域地区街づくり計画区域及び建物高さの２倍の範囲 
（対象：約１３，０００世帯） 

参加者数：【第１回】 ７９名（申し込み１１１名） 
【第２回】 ７７名（申し込み１０８名） 

説明資料：別紙３（第１回）、別紙４（第２回）のとおり 
② 実施内容 

【第１回】 
経緯等の説明および学識経験者による講演後、地域の方からご意見やご質問を付箋紙
に記入していただき、その内容の背景や想い等についての意見交換を行った。 
なお、当日の付箋紙（地域の方からのご意見やご質問）は、合計２１７枚。 
全てのご意見は、別紙４（第２回）資料に掲載（P.１３３～１４１）。 

 

 

 

 

 

 

 

≪主なご意見等≫ 
〇市街地再開発事業等について 
（経緯） 

・再開発手法以外の街づくりの手法は検討したのか。 
（合意形成：地権者） 

・地権者の意見をどのような形で集約していったのか経緯を伺いたい。 
・地権者の方が検討をしてきたという経緯は理解したが、周辺住民としては驚いて 

いる。  

再開発 
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５ 

（周辺環境への影響） 
・ショッピングモールやタワマンは、千歳烏山の魅力を損なうのではないかと心配 

している。 
（建物高さ） 

・区内に絶対高さ制限が設けられたが、再開発では 140m と過去の高さ制限を無視し
ている。 

【第２回】 
第１回の付箋紙（地域の方からのご意見やご質問）をテーマごとに分類した〈意見整
理シート〉にまとめ、第 2 回は、このうち「建物計画」をテーマに意見交換を行った。
今回の意見交換にとりあげなかったテーマについては、今後の情報交換会等の機会を 
通じて意見交換を行うとともに、更なる周知、共有に努める。 
 
※なお、当日いただいたご意見、ご質問については、整理の上、１月中旬にホームペ
ージに回答を掲載する。 
 

〈意見整理シート〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

≪主なご意見等≫ 
〇建物計画について 

（周辺環境） 
・高いビルが建つと風が強くなるので、高さは考えて欲しい。 
・駐車場台数が３２０台とあるが、周辺の交通環境に影響するのではないか。 
（建物高さ） 
・タワマンが千歳烏山に合っていると思うのか。 
・北側の商店街には、どれくらい日影の影響があるのか。 
（UD/設備、建物用途など） 
・エレベーターやスロープ、駐輪場などの具体的な計画が知りたい。 
・商業施設の内容はどのようなものを考えているのか。 
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６ 

（その他） 
・全体のまちづくりと言うが、この検討には商店街が入っていない。これからの千歳

烏山のビジョンが持てない。 
 

５ 駅周辺まちづくりの今後のスケジュール（予定） 
令和８年 ２月 第２回ちとからまちづくりフォーラム 
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第3回ワークショップ
2025年11月22日
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1.  商店街・にぎわいグループ

5 6

①「駅前通りをオープンカフェに！」 
補助２１６号線が整備されると駅前通りの交通量が減るので、駅前通りを広げ、その広がった場

所にはパラソルを置いて、朝は高齢者がホットワインで談笑したり、昼は親子連れがひと休みした
り、ほっこりできる居場所にするという提案。

②「高架下を商店街、烏山の宣伝に！」 
高架下を何にしたら良いかを考えた。烏山には小さな商店がいっぱいあるので、大きなAIパネル

を置いて、お店の検索や空席情報、寺町の観光案内などができれば、気軽に行くことができるとい
う提案。

駅前にロータリーができるのであれば、成田空港や羽田空港までバス１本で行けると良い。また
ロータリーの地下に駐輪場や駐車場をつくれば、いまの駐輪問題などがある程度解決するのではな
いか。

③「青空フードコート 」 
駅前通りをフードコートにして、机と椅子をたくさん並べてみんなでワイワイ食べる空間ができ

たら良い。烏山には美味しいお店がたくさんあるので、ちょこちょこ買ってきて食べられる場所と
したい。

④「物々交換掲示板」  
お裾分けの掲示板をつくりたい。例えばローズマリーなどお花の株分けやオモチャ、自転車、本

などの情報を掲載し、他の子どもたちに引き継ぐ掲示板の提案である。このような掲示板が駅前に
あると交流も生まれるのではないか。Webでも検索できるようにする。  

⑤「都市の居間（リビング）」
駅前広場に車が入れないエリアを設け、芝生や花壇などがある植物園の憩いの空間とし、まわり

にはカフェや小売店がある場所をつくりたい。

⑥「商業施設の内部（をバリアフリーに）」
タワーマンション内部の商業空間のイメージで、いろいろな世代の人が買い物しやすいようにバ

リアフリーにするというアイデア。
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第3回ワークショップ
2025年11月22日
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1.  商店街・にぎわいグループ

⑦「グリーンスペース 建物内に泊まれるイベントスペース」
タワーマンションの上階にグリーンがたくさんある憩いの場を設け、泊まれてキャンプを楽しむ

ことができる場所をつくりたい。

⑧「ヒューマンスケールのホッとする街」
バラバラでもドイツのように絵やプランターを置いて、一部を揃えるだけで統一感をもたらす街

並み。ヒューマンスケールで可変性のある街。歩行者天国の路地で野菜フェスやJAZZフェスがある
街。プランターを置くなどみどりのある街。ゆっくり歩いて買い物も楽しめる街だと良い。

自動機械式の立体駐輪場を設けて時計台のようなデザインにしてシンボルにしたい。

⑨「世田谷の北京から世田谷のアムステルダムへ!!」
テレビ番組「アド街ック天国」の１６位に自転車の風景がランクインされ「世田谷の北京」と呼

ばれていた。駐輪場や走行路などハード面の整備と共に、利用者のマナーなどのソフト面もきちん
としている街をアピールして、アムステルダムのようなサイクリストに優しく整然とした街並みを
つくりだしたい。

また、アムステルダムは芸術の街としても有名である。アートや音楽のイベントを開催し、「世
田谷のアムステルダム」と呼ばれるような街にしたい。

さらに、自転車を締め出さない街にしたい。ちょっと遠い街から人を呼び込むためには自転車は
重要なツールである。自転車に優しい街並みをつくっていくことで、より賑やかなまちづくりをし
ていく。

⑩「街の標語をつくろう!!」
標語をつくった。「ちかくからとおくから、せかい中からかけつける、らくーにすごせるやさし

いまち、千歳烏山」。これは商店街をはじめ、どこでも使える標語。イベントでも、公共交通にで
も表示して、スローガンのようにみんなに浸透していくといいな、と思う。
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第3回ワークショップ
2025年11月22日

①「駅と賑わいとみどりでつながる南北のパブリックスペース」
公共施設を地域全体で見直す提案である。京王線の北側は、現在の区民センターの場所に、ホー

ルと区民センターに行政機能を追加し複合化する。南側は、再開発の場所に文化的な図書館やミニ
ホール、区民窓口、屋上庭園を設ける。

北側と南側を駅を介してつなげられると良いと思った。駅北側の商業施設と駅を一体的に整備
し、駅と南側の再開発をデッキでつなぐ。駅は南北に通り抜けができるようにし、両正面にお店を
並べ、駅前通りも含めグランドレベルの賑わいとみどりの連続性も大切にする。駅の南北の動線を
全てつなぎ、南北のパブリックスペースが賑わいとみどりで連続すると良いと考えた。

②「区民広場と駅をつなぐ緑のカーテン」
京王線北側の区民センター広場について考えた。京王線の高架はインパクトがあるので、高架か

ら、駅と広場の間の商店を超えて広場までみどりで覆ってはどうかと思い、みどりのカーテンが広
場に面して連続する断面を描いた。

③「区民センター広場を芝生と池とステージ広場に」
区民センター前の広場は烏山の財産である。他の街を見ても、駅の前にこれほどの広場がある街

はない。老朽化している現区民センターは壊して、区民センターの機能は高架下に移す。そして、
広場を拡張して芝生と池、ステージを設ける。

また、ゴルフカートのような交通手段であるグリーンスローモビリティ（通称：グリスロ）を取
り入れることにより、駅周辺の自転車問題も解決するのではないかと考えた。

④「駅と区民センターをつなぐ緑の回廊」
京王線の高架は巨大な構造物なので、高架をみどりで覆い、そのみどりの軸が北側の区民セン

ター側や南側の再開発側にデッキでつながって、みどりの回廊をかたちづくる案を考えた。
また、その周辺を歩行者優先とし、花とみどりが豊かなウォーカブルシティを実現したい。

1 2

3 4

2.  公共施設グループ 9



第3回ワークショップ
2025年11月22日

①「駐輪場の在り方」
駅周辺では、駅前広場南側地区が整備されると車の交通量が増えると思われるが、補助２１６号

線の整備により商店街に車はあまり入ってこなくなると思う。そこで、車ではなく駅周辺の大きな
問題である自転車の駐輪について考えた。

買い物に来ている人は商店街の中に自転車で入りたい人が多いと思うが、通勤・通学の人たちは
商店街まで入る必要はないと思い、通勤・通学用と買い物用の駐輪場は分けて考えてはどうか。京
王線の北側に駐輪場を新たに設ける場所は見当たらないが、南側は駅前広場南側地区の地下に大き
な駐輪場を設けられる可能性がある。高架下に駐輪場を設けるのではなく、商店街に入る前の位置
に駐輪場を設けることにより、中心部への自転車の乗り入れを制限したい。

②「道は人のためにある」
かつて駅前通りは幅が４～６ｍ程度しかなかったが、５０年ほど前に商店街の協力で１２ｍの通

りにしたようである。皆が規則を守って駅前通りに駐輪しないようにすれば、人が楽しく歩けるよ
うになり、とても素晴らしい通りになると思う。そのため、必要に応じて店の前に駐輪スペースを
設けることも大事になる。

５０年後に新しい烏山のイメージができているように、赤ちゃんからお年寄りまで誰もが安心し
て楽しく通れるような人に優しい駅前通りにすることを目指して、道づくりやまちづくりを行って
いきたい。

③「自転車利用を減少させる」
烏山は自転車利用がかなり多いので、自転車の量を減らすという視点から、住宅街の中を走る循

環バスを考えた。通勤・通学や買い物で利用できる循環バスを走らせることにより、自転車で駅前
に来る人を減らせるのではないかと思った。

あと、駅前は自転車や車、歩行者の通行が入り乱れているので、それぞれの専用レーンをつくっ
て分離させた方が安心して利用できるのではないかと考えた。

④「無題」
買い物を便利にするため、現在の区民センターの地下に駐輪場をつくる。また、特にスーパーな

どの店舗には専用の駐輪場をつくる。子どもを乗せられるママチャリ用もつくる。
仙川では広い遊び場があるため、マーケットで買い物をしている間に遊ばせることができるが、

烏山ではそれができていないのではないか。烏山には子どもたちの遊び場がほとんどないので、区
民センター前の広場は大切だと思う。子どもの広場利用の際に夏の暑さは考慮しなければならない。
噴水は管理等で問題があるようだが、真夏の暑さ対策に有効だと考える。

⑤「高架下に雨でも暑くても夜でもたむろできる場」 
調布では、京王線の地下化による鉄道跡地に「てつみち」という、鉄道の跡を残したまま様々な

かたちの椅子などが置いてあるフリースペースが整備され、夜に小雨が降っているときでも若者が
たむろしていたりして、多くの人たちに使われている。

烏山では若者の居場所がないという話を聞くことが多い。そこで、その居場所づくりのため、計
画されている京王線の高架下を活用することを考えた。高架下は雨天時もいられるし、高架から強
力な冷房を効かせることにより、夏でも屋外にいられるようになる。様々なかたちの椅子を置いた
りみどりを豊かにすることにより、若者の居場所や夏でも子どもが遊べるスペースになる。

1 2

3 4

5

3.  交通環境グループ 10



第3回ワークショップ
2025年11月22日

1 2

3 4

5

4.  コミュニティグループ

①「地域のハブになる・コミュニティを拡張する駅前通り」
駅前通りを歩行者優先空間とし、ベンチや飲食できるテーブルなどの滞在スペースを設けること

で、まちに滞在と交流の時間を生み出す提案。
複数の店舗の商品を広場で一緒に楽しむことができるようにすることで、商店街全体の回遊性と

送客効果が高まる。
駅前通りと区民センター前広場の役割を分け、広場は芝生などの居心地の良い空間に再編し、ま

ち全体でパブリックスペースを活用できるようにしたいと考えた。

②「Happy★広場」
再開発や区民センターの建替えのタイミングで、烏山の財産である駅前広場をさらに魅力的な場

所にする提案である。
広場にパブリックビューイングの設備を設け、地域のイベントを皆で楽しみながら一体感が生ま

れる場所にしたいと考えた。床はレンガや木材、植栽など心地よい素材で整え、アートベンチや果
樹を配置し、居心地よく滞在できる広場を目指す。

③「公園を中心に回遊できるほっこりとした商店街」
烏山は広い範囲を回遊できる街だと感じており、駅前南側にできる公園(広場)をその中心に考え

た。道路を挟んで商店街と低層の建物が並び、通り抜けながら公園にも道路側にも出られる空間と
したい。

まちで会った人と「ちょっと話そう」と言える場所として公園を使い、会話が弾む場になれば良
いと考えた。

④「住んでいる場所でのコミュニティをつくる」
近隣のマンション住民がコミュニティに入りにくい課題があると感じている。
町丁目ごとに農園をつくり、地域の人が育て、管理しながら交流する場にすることで、話すきっ

かけが生まれ、自然に関係がつながると考えた。
食べ物を育てることを通してコミュニティを築ける場所にしたい。

⑤「女性向けスタートアップオフィス」
子育て中でも働きたい女性のために、託児所や小児科、会議室、コピー機、休憩スペースなどが

ひとつのフロアにまとまった場所が必要だと考えた。
子どもが熱を出したり騒いだ時にも、すぐ迎えに行ける距離にある安心感が大切。
仕事と子育てを両立できる環境があれば良いと思った。
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第3回ワークショップ
2025年11月22日

1 2

3 4

5

5.  住宅・みどりグループ

6

①「どろんこあそんびで子どもが育つまち」
②の子どもエリアのイメージを具体的に考えた。水場に樹木が立ち並び、ドロンコ遊びがしたい

放題できる子ども広場である。

② 「住宅みどり」
X年後、タワーマンションが人口減少に耐えられず、廃棄物化して熱をいっぱい出している。数百

億円の税金がかかるが、住民は取り壊しを決心して子どもエリアに作り変えた。
そして、北のどろんこ公園～子どもエリア～芦花公園を結ぶ子どもバスが走っている。子どもバ

スは高齢者にとても人気になっている。
課題はタワーマンションを解体した後に建築廃材がたくさん出たので、それをどうするかみんな

で考えているところを描いた。

③「京王線地下化で緑の避難路」
基本は、犠牲者の出ないまちづくり、これが絶対である。そして、もう一つは緑を多くして環境

を守ることである。京王線高架化、駅前ロータリー、補助２１６号線ありきではなく、よくないと
思うことは今からでもやめて、京王線を地下化し、その上部をいずれ起こる直下型地震時などのた
めに緑の避難路にする提案。

④「すべては循環で自然に健康・笑顔→医療費が減る→税金が減る」
落ち葉を生ごみで出すのは忍びないので、みんなで焼き芋ができたらよい。そこでコミュニケー

ションが生まれる。また、落ち葉で腐葉土をつくり、植物を植えたり食べられる物を育て自然の循
環をつくりだすと、空気もきれいにる。

発電床を駅前ロータリーや公園に設え、まちづくりのための電気、防災に使える電力をつくる。
街にクイズポイントをつくり、クイズに正解するとポイントが当たり商店街で使える。
全ては循環であり、千歳烏山に住むと自然に健康になり笑顔になる。健康になるので医療費がか

からず税金が減る。それを知って千歳烏山に住む人が増え税収も増えるという提案。

⑤「つながるみどり 育てるみどり 暮らしとみどりの近いまち」
誰もがちょっとずつみどりに関われる。１人からでも利用できるレンタル花壇、レンタル菜園が

街なかのいたるところにあり、 １人１ポットから気軽にみどりに関われる環境がある。
広場から高架下までみどりでつながり、広場は芝生で覆われ寝っ転がると空が見える。広場には

みんなのコンポストがあって、みどりの循環ができる。
高架下には烏山に出店したい人たちがチャレンジできる店舗を設ける。
京王にシェアハウスを建ててもらい、まちづくりに関わる若い人はそこに住めるようにする。
もの見やぐらを建て、みんなで富士山を見られるようにする。

⑥「Diversity in Karasuyama」
京王線の北側はみどりに焦点を当て、京王線の南側は住宅に焦点を当てる。テーマはダイバーシ

ティ、多様性の千歳烏山である。
住宅は、同性カップルも子育てしやすい、障害のあるなしに関わらず自立して暮らせる。
街中でヤッホーと言い合える街で、知り合いと道で挨拶を交わす。
烏山区民センター広場を芝生で埋め尽くし地球を冷やす。
広場で女性が一人で寝転がり昼寝をしても安全安心でいられる。
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第3回ワークショップ
2025年11月22日

1 2

3 4

5

6.  防災グループ

6

①「東京防災マップの朗読会を定期的に開く」
東京都から配布される『東京防災』や、行政が発行する防災マップなどの冊子は、日常の中でつ

いしまい込んでしまい、実はきちんと読まれないままになっている人が多いのではないか、という
問題意識から生まれた提案である。地域の子どもから大人まで、誰もが気軽に防災情報に触れられ
るよう、防災マップの朗読会を定期的に開催する。朗読会のあとには、参加者同士のお話し会を開
いたり、内容を YouTubeで配信したりすることで、防災知識を広く共有する仕組みをつくる。

②「えるも～る烏山記念館を作りたい！！」
千歳烏山駅前通り商店街の事務所を改装し、地域の魅力と歴史を伝える「えるも～る烏山記念

館」をつくる提案である。商店街の成り立ちや工夫、発展の歩みを後世に残し、誰もが学べる場を
目指す。

下記のような内容で、地域の歩みを楽しく学べる記念館を想定している。
・えるくん、もーるちゃんのグッズショップ
・えるくん、もーるちゃん、からぴょんのフォトスポット
・商店街の歴史と発展がわかる展示
・外国語パンフレット
・京王線高架化の様子を伝えるジオラマや、開かずの踏切の体験コーナー

③「地震後の姿を想像し、何もないところからどのように身を守るか」
大きな地震が起きた直後、普段あたり前に使っているテレビやスマートフォン、電気、道路など

が突然使えなくなる状況を想像する。そうなったときのために、まず必要なのは防災地図である。
数年かけて、必要な情報を徐々にマッピングし、地域に特化した、読むのが大変ではない規模のミ
ニ冊子を作り配布することで、「烏山は防災力がしっかりした安心できる街！」になるという提
案。

④「桜並木のある街」
2030年ごろ、烏山住民が桜並木のある商店街で花見をしながら買い物を楽しむ風景をつくりた

い。

⑤「烏山区民センター広場の利用」
災害時の烏山区民センターの広場を使う際のルールについての提案。情報の発信場所として広場

全体を多くの人が公平に利用できる状態を大切にする。
〇：スピーカーで館内の案内を行い、バッテリーやソーラーパネルによる電源供給を確保する。掲

示コーナーや、携帯充電コーナー、炊き出しコーナーを設置し、多くの人が必要な情報や電源
を共有できる公共の場として活用することを目指している。

×：一方で、個人が勝手にテントを張ったり、焚き火や料理をしたり、家族単位で寝泊まりするよ
うな使い方は望ましくない。

⑥「決まった人以外も参加する、新しい視点で参加するためのネットワーク形成」
いつも同じ人だけが参加するのではなく、もっと多様な人が関われるようにするためのネット

ワークをつくる提案。地域の課題や防災に関心をもつ人が、立場や年齢に関係なくつながり、情報
を受け取ったり発信したりできる仕組みをつくることを重視している。メールなどで連絡を共有
し、必要な情報が誰に届くのか、誰が発信するのかを明確にしながら、参加しやすい関係性を広げ
る。また、外から来た人の視点も取り入れることで、地域の課題に新しい気づきを生み出す。多様
な参加を促し、地域全体のつながりを強めることが目的。
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緑で覆うのはとても良いが、他の場所を見
ていると難しそう。若者に苔で建物を覆う
案もあった。
緑で覆う技術は進んでいるのか？

↓
工夫は必要だと思うが、取り組んでみては
どうか。やり方は工夫できると思う。

海老名市文化会館では毎月無料のコンサー
トなどが開催され芸術にふれられる。千歳
烏山も芸術の街に！

横浜のそごうデパートは緑がいっぱいで小
鳥も鳴いている。子どもも遊べて、買い物
も楽しくなる。

広場は何もないから良いと思う。イベント
時は今でも狭い。

自転車は大事なツールなので、駐輪場所だ
けでなく自転車利用のルールも合わせて考
えると、良いまちづくりになると思う。

通勤利用とママチャリの買い物利用を分け
るのは良い考えだと思う。
お店に駐輪場の設置を義務付ければ、路上
の駐輪が減ると思う。

太陽光発電パネルは壁にも
付けられる。

高齢者に対応した街づくり
が必要だ。

最近建てられる住宅にはみ
どりが少ない。手入れが面
倒なのかも。道路側にみど
りを設けるルールをつく
り、そのみどりを誰でも手
入れできるような場所にす
るなどして、みどりを増や
していきたい。

震災等で建物が壊れても、
廃棄物が少ない建物ができ
ると良い。木などの自然素
材はシックハウス症候群も
起こりにくそう。冷暖房に
頼らなくても暮らせるよう
になると良い。

ジャズ喫茶を守るなど、音
楽の街にしていきたい。

旭川に「はれて」というコ
ンテナを用いた店舗が並ん
でいる場所があり、敷金礼
金不要でお店を始めたい人
のインキュベーション施設
となっている。同様なこと
を京王電鉄の協力のもと、
高架下でできると良い。

スタートアップ支援は女性向けだけでなく
男性向けもほしい。

駅前にスタートアップの場
所、そして烏山ならではの
インフォメーシ ョンセン
ターなど、情報を発信でき
るスペースがあると良い。

ヨーロッパでは緑陰率も大
切し、木陰をいかに広げる
かに重きを置いているよう
だ。

えるもーる記念館賛成
商店街事務所の階段をのぼ
るのが大変なので、外付け
でカッコいいエレベーター
をつけてほしい。バリアフ
リー化のひとつとして。

駅前に来ると、防災やえる
もーるの活動が分かるよう
になると良い。

駅前にからぴょんの銅像が
ほしい。

山下駅の情報スペースみた
いなところがあるといい。

防災マップに個人の情報を
マッピングしていいの？
→ どう考える？

防災訓練は区民しか参加で
きない。 → どう考える？

防災で地下も活用してほし
い。

区民センター前広場は貴重な広場なので、
常時人が集まれるような小さな舞台などあ
ると良いと思う。

大きなステージがあると良い。広場は自由
な使い方ができると思う。ヒートアイラン
ド対策にもなり、芝生やじゃぶじゃぶ池が
あると、ごろごろしたり夏場も楽しめる。

カフェ併設など、多様な利用を地域の皆さ
んと考えていきたい。

色々なパフォーマンスができる場所が
あると良い。

昔は駅前に保育園などがあったが今はなく
なってしまった。烏山に大切になものを残
すことを考えないと、特急が停まるだけが
メリットの駅になってしまう。

1.  商店街・にぎわいグループ

2.  公共施設グループ

3.  交通環境グループ

4.  コミュニティグループ

5.  住宅・みどりグループ

6.  防災グループ

各グループの未来絵日記に寄せられた提案や応援などの意見、質問は以下の通りです。 14
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 テーマ 子育て   ２０２５年 12 月 9日 子育てインタビュー（２回目） 

 1 

 ワークショップでの意見等（ピンクは提案、アイデア、 黄色は課題）  

 

 概要  

まちづくり：商店街がにぎわっていた頃に比べ店が減り、中途半端な印象。時代に合わせて進化できていない感じが

する。おしゃれで清潔なまちを目指すのも良い。 

子連れで利用できる店舗等：子連れで外食を楽しんだり、子ども用品や子ども向けの本を買ったりできると良い。大

型店があると便利。利用する各施設に子連れで利用できるトイレがほしい。 

遊ぶ場所：屋根や木陰がある場所、室内など、夏の暑いときでも子どもが遊べる場所がほしい。高架下を活用するの

も良い。遊び場は小学生が利用していると幼児が遊びづらいので、年代別に分けてほしい。 

ベビーカー利用の利便性：ベビーカーで移動しやすいまち＝誰もが移動しやすいまち。子連れ可の店は多いが２〜３

階にある。階段だけでエレベーターがない店が多く、ベビーカーで行くことができない。京王線の南北のまちの移動

も大変なので、高架化に期待。駅にエレベーターがほしい。 

交通環境：子連れでの移動は大変なので、バス停やタクシー乗り場は駅近くにほしい。車や自転車の交通量が多く、

危険。交差点での自転車のマナー改善、隅切りやカーブミラーの設置による安全対策が図られると良い。 

駐輪スペース：子連れ用の自転車は重いので、停めやすさに配慮してほしい。自転車を置ける場所を考えて買い物に

行っているので、停める場所は大事。 

再開発エリア：ひとつの建物に様々な施設があると子育て世代には便利。バリアフリーで使いやすくなると良い。 

キャプションと

（場所） 
提案・アイデア 課題 

① まちの印象、

まちづくり 

• 仙川のようにおしゃれなまちを目指しても良

いと思う。 

• 開発等はすぐに進めて欲しい。（すぐつくって

ほしい） 

• ゴミがない、トイレがきれいなど、清潔なまち

にしてほしい。 

• 以前は商店街に店がたくさんあってにぎわ

っていたが、店が減ってきて今は中途半端な

印象がある。 

• 烏山は時代にあわせて進化できていない感

じがする。 

② コミュニテ

ィ 

• 日本人と外国人が一緒に集まれる場、コミュ

ニティがほしい。コミュニティがあれば、ママ

友から情報が入る。 

• 外国人、手話など、マイノリティのコミュニ

ティが少ない。 

• 外国人のコミュニティが見つからず、生活情

報を入手しづらい。 

③ 子育ての場 • 子育てステーション烏山は規模感が良い。親

の目が届く範囲で子どもが遊んでいられる。 

• 駅に保育園があると便利。 

• 保育園が空いてなく入れない。保育料等の無

償化の恩恵を受けられていない。 

④ 子連れで利

用できる店

舗等 

• まちなかにトイレ単体を設けるのではなく、

施設の中に利用できるトイレがあると良い。 

• ベビーカーでも行ける本屋がほしい。子ども

の本がたくさんあると良い。 

• 子ども用品を買える店がほしい。 

• カフェが少ない。できれば駅近くにほしい。 

• 映画館があるといい。いまは調布に観に行っ

ている。 

• 大型チェーン店（衣料品店やファミレスなど）

がほしい。 

• フードコートなど、ベビーカーでも外食でき

る場がほしい。 

• 最近、駒沢大学駅前にできた複合商業施設（駒

沢パーククォーター）のようなものがほしい。 

• 大型商業施設があるといい。でもそれがない

のが鳥山らしさかもしれない。 

• 新宿の高島屋や伊勢丹は、食べるところやオ

ムツ替えスペースがあるので利用しやすい。 

• 池袋の南池袋公園のように、芝生広場とカフ

ェがあると利用したくなる。 

• 子連れ可の店は多いが２〜３階にある。階段

だけでエレベーターがない店が多く、ベビー

カーだと行くことができない。 

• 仙川にはホームセンターやフードコートが

あるが、烏山にはない。烏山はまちの魅力が

少ない。 

⑤ 図書館、 

烏山区民セ

ンター 

• 都立大学駅近くの八雲中央図書館が良い（め

ぐろ区民キャンパス内）。大きい子は勉強をし

に、小さい子は遊びに来ている。 

• 区民センターは、施設として便利だが、古く

てこわい印象を受ける。案内サイン等のフォ

ントも古く、こわい感じがする。 

• 図書館の通路が狭い。 
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• 図書館は暗い雰囲気で子どもが楽しめない。 

• 図書館や広場があるが活かしきれていない。 

⑥ 区民センタ

ー前広場 

• 毎週イベントをやっていて良い。フリーマー

ケットによく行っている。 

【開催してほしいイベント】 

・ハイハイレース 

・工作などのワークショップ 

・年代別のワークショップ 

• 広場南側の飲食店の匂いがきつい。広場の遊

具がある場所は結構匂うこともある。 

⑦ 遊ぶ場所 • 夏の暑いときでも子どもが遊べるように、噴

水などの水がある場所、屋根や木陰がある場

所、室内の遊び場がほしい。 

• 年代別（幼児、小学生など）に遊び場を分けて

おいた方が遊びやすい。 

• 幼児と低学年くらいの子どもと一緒に出かけ

られる場所がほしい。 

• 日曜、祝日に子どもと出かけられる場所がほ

しい。 

• 夏に遊べる場所がない。 

• 夏に金属製の遊具が熱くなり危険。 

• 児童館は小学生が多く、幼児は行きづらい。 

• 公園で小学生がたむろしていて幼児が使え

ないこともある。小学生の居場所が少ないの

かも。 

• 子ども（幼児）が遊びたくても、小学生に遊

び場をとられて遊べない。 

⑧ 高架下活用 • 雨の日や暑い日でも遊べる場がほしい。年代

別に遊べる場があると良い。 

• 遊び場をつくって、遊具を置いてほしい。 

― 

⑨ 駅の利便性

（エレベー

ター） 

• ベビーカーでも通りやすい大きな改札がほし

い。 

• ぜひエレベーターをつけてほしい。 

• 調布駅のように、ベビーカーが２〜３台入れ

るような大きめのエレベーターがほしい。 

― 

⑩ 交通の利便

性 

• ベビーカーで移動しやすいまちは、誰もが移

動しやすいまちでもある。 

• 高架化でまちの南北の行き来しやすくなると

良い。 

• 電車があと何台通過すれば踏切が開くか分か

ると良い。 

• スロープがあると行動範囲が広がる。 

• 補助２１６号線が開通すると、駅前通りなど

が通りやすくなると思うので期待‼︎ 

• 京王線北側にもタクシー乗り場がほしい。 

• 雨や夏の日射を避けるため、全てのバス停に

十分な大きさの屋根がほしい。 

• 京王線北側に住んでいるが、南側に自転車で

行くのが不便。踏切が渡りづらいため北側に

自転車を停めて、歩いて南側に行っている。 

• ベビーカーがあると京王線の南北の行き来

がしづらい。 

• 道路が狭く自転車で走りづらい。 

• バス停から駅までが少し遠い。夏は暑いの

で移動が辛い。 

• 子どもは背が低いので路上の照り返しの影

響が大きい。夏、歩いているときやバス待

ちの間、とても暑い。 

 

⑪ 交通の安全

性 

• 交差点で他の道の様子が分かりやすくなるよ

うに、隅切りがあると良い。 

• 車の交通量が多い。スピードを出していて危

ない。 

• はっけん通りと補助２１６号線の交点から

南東に延びる通りは、交通量が多く危険。 

• 交差点でスピードを落とさないで曲がる自

転車が危ない。 

• まちに自転車が多くてこわい。 

• 駅前通りと駅前南口通りの間の東西に延び

る通りは道路が狭く危険。 

• 駅西側の踏切は自転車で渡りづらい。 

• 駅西側の踏切から南側２つめの交差点は、片

側にカーブミラーがなく危ない。 

⑫ 駐輪スペー

ス 

• 広い駐輪場がほしい。 

• ２階や３階の駐輪場は自転車を運ぶのが大変

なので利用していないが、エレベーターがあ

れば利用したい。 

• 自転車が重いので、駐輪スペースを通路に対

して斜めにするなど、自転車の出し入れをし

やすくしてほしい。 

• 停めるところがなく、駅前通りでは駐輪禁止

のところに停めてしまう… 

• 駐輪場に停められないと成城のコルティに

行ってしまう。自転車を置ける場所を考えて

買い物に行っている。 

⑬ 再開発エリ

ア 

• おでかけ広場がほしい。空き状況も分かると

良い。感染症があると行けなくなるので複数

あると良い。 

• 子育て世代にとって、ひとつの建物にいろい

ろな施設が入っていると便利。 

• 高い建物ができてもバリアフリーで使いやす

くしてほしい。ゴミ箱もあって清潔であると

良い。 

• こぢんまりとした街が良いので千歳烏山に住

んでいる。高い建物でない方が良い。 

― 

⑭ その他 • エリアを分けて喫煙できる/できない場所を

設けるのはどうか。吸える場所があれば、路上

での喫煙も減ると思う。 

• 路上喫煙している人が多い。 

• 吸える場所が少ないからか、歩きタバコをす

る人や吸い殻のポイ捨てが多い。 
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千歳烏山駅前広場南側地区 街づくり 情報交換会 
⽇時︓令和７年１１月１５⽇（土）午後６時から８時半 
場所︓烏山区⺠会館 3 階 集会室 
 

次第 

１．開会挨拶 

２．出席者紹介 

３．内容 

（１）千歳烏山駅周辺の街づくりの経緯 

（２）千歳烏山駅前広場南側地区の準備組合の検討経緯等 

（３）再開発によるまちづくりの効果 

４．休憩（付箋記入） 

５．意⾒交換 

６・閉会 

 

 

 

 

 

この付箋に１枚につき１個、ご期待、ご意見、  

ご質問をサインぺンでお書き下さい。 
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千歳烏山駅前広場南側地区
街 づ く り 情 報 交 換 会
2025.11.15(土)
烏山区⺠センター集会室
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敀歳烏山駅周辺の街づくりの状況

広場

烏山
区民センタヸ

は
っ
け
ん
通
り

烏山総合支所

京王敕連続立体交差事業
事業期間

令和13年（2031年）３月

駅敥広場・補助216号敕
事業期間

令和13年（2031年）3月

敀歳烏山駅敥広場南側地区
市街地再開発事業

（都市計画決定に向けて検討中）
2
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街づくり情報交換会の概要

3

●千歳烏山駅周辺の街づくりの経緯

●準備組合の検討経緯等

●再開発によるまちづくりの効果

●意⾒交換

第１回（本日） 第２回（１２月１３日）

●第１回の振り返り

●準備組合の検討状況

●意⾒交換

●まとめ

※第１回の状況により、内容を変更する場合があります
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千歳烏山駅周辺街づくりの経緯
京王連立事業への期待
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京王敕連続立体交差事業の経緯

事業認可変更(事業期間変更：令和13年3月)令和4年
(2022年)

平攅26年
(2014年)

京王敕連続立体交差事業 都市計画 事業認可

平攅21年
(2009年) 駅敥広場基本構斐取りまとめ

昭和44年
(1969年)

京王線連続立体交差事業都市計画決定

京王線連続立体交差事業 都市計画(変更)決定平成24年
(2012年)

京王線連続立体交差事業工事着手(一部の工区)平成30年
(2018年)

京王敕沿敕街づくり

沿敕街づくり基本方旄策定

京王線沿線 駅前広場基本構想

京王線沿線 街づくり基本方針

京王線連続立体交差事業 都市計画(素案)説明会

京王線連続立体交差事業 都市計画(案)説明会平成23年
(2011年)

・構造形式の変更
・一部区域の変更

・区内沿線の方針
・各駅の駅前広場構想

5

京王敕連続立体交差事業
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千歳烏山駅周辺街づくりの経緯
京王敕連立事業に伴う
補 助 ２ １ ６ 号 敕
駅 敥 広 場 （ 交 通 系 ）
に つ い て
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補助216号敕・駅敥広場（交通系）の経緯

補助216号敕・駅敥広場
事業認可変更(事業期間変更：令和13年3月)令和4年

(2022年)

平攅26年
(2014年) 補助216号敕・駅敥広場 都市計画事業認可

平攅21年
(2009年) 駅敥広場基本構斐取りまとめ

昭和4１年
(1966年)

補助216号線 都市計画決定

沿敕街づくり基本方旄策定

平攅22年
(2010年) 駅前広場 都市計画（素案）説明会

都市計画道路補助２１６号敕・駅敥広場（交通系）について

平攅24年
(2012年)

駅前広場 都市計画（案）説明会
駅敥広場都市計画決定

7
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千歳烏山駅周辺街づくりの経緯
敀歳烏山駅敥広場南側
地 区 の 街 づ く り の
新 た な 始 ま り

敀歳烏山
駅敥広場南側地区
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敀歳烏山駅周辺街づくりの経緯

敀歳烏山駅敥広場南側地区の街づくりについて

敀歳烏山駅周辺地区
地区計画及び地区街づくり計画決定令和3年

(2021年)

平攅26年
(2014年)

京王敕連立事業・補助216号・駅敥広場
都市計画 事業認可

平攅28年
(2016年) 駅敥広場南側地区まちづくり勉強会

敀歳烏山駅周辺地区街づくり構斐策定

駅敥広場南側地区個別連絡会

アンケート・ヒアリングの実施

令和４年
(2022年) 再開発準備敽合收立

令和２年
(2020年) 駅敥広場南側地区まちづくり準備会 【地区計画】 【地区街づくり計画】

令和７年
(2025年) 再開発事業に係る都市計画（準備敽合案）の提出

【街づくり構想】

9
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敀歳烏山駅周辺の街づくりについて
都市計画事業によって街が大きく変わろうとしています

敀歳烏山駅周辺地区をさらに
「にぎわいの斄出」「回遊攄の向上」「魅力あふれるまち」の発展を目指していきます 10
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敀歳烏山駅周辺街づくりの経緯

敀歳烏山駅敥広場南側地区の街づくりについて

敀歳烏山駅周辺地区
地区計画及び地区街づくり計画決定令和3年

(2021年)

平攅26年
(2014年)

京王敕連立事業・補助216号・駅敥広場
都市計画 事業認可

平攅28年
(2016年) 駅敥広場南側地区まちづくり勉強会

敀歳烏山駅周辺地区街づくり構斐策定

駅敥広場南側地区個別連絡会

アンケート・ヒアリングの実施

令和４年
(2022年) 再開発準備敽合收立

令和２年
(2020年) 駅敥広場南側地区まちづくり準備会 【地区計画】 【地区街づくり計画】

令和７年
(2025年) 再開発事業に係る都市計画（準備敽合案）の提出

【街づくり構想】

11

再掲
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敀歳烏山駅敥広場南側
地区の準備敽合の検討
経 緯 等 に つ い て

千歳烏山駅前広場南側地区市街地再開発準組合
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南側地区の街づくりの経緯

敀歳烏山駅敥広場南側地区の街づくりの経緯について

平攅26年
(2014年)

京王敕連立事業・補助216号・駅敥広場
都市計画 事業認可

平攅28年
(2016年) 駅敥広場南側地区まちづくり勉強会

敀歳烏山駅周辺地区街づくり構斐策定

駅敥広場南側地区個別連絡会

アンケート・ヒアリングの実施

令和4年
(2022年) 再開発準備敽合收立

令和2年
(2020年) 駅敥広場南側地区まちづくり準備会

【再開発事業を活用したまちづくりの基本的な考え方】

令和７年
(2025年) 再開発事業に係る都市計画（準備敽合案）の提出

【千歳烏山駅前広場南側地区の課題】

13
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敀歳烏山駅敥広場南側地区の街づくりの情報発信について

■まちづくり準備会「令和2年(2020年)〜」

■再開発準備敽合「令和４年(2022年)〜」

【まちづくり準備会 かわら版 1~20号】 【準備組合 ニュース 1~25号】

【イベントの様子②】【イベントの様子①】

【世田谷区HPに公開】

4165

南側地区の街づくりの情報発信

内容月年
地区内に掲示板設置５月〜令和３年(2021年)
仮囲いに掲示板設置６月〜
区HPに基本的な考え方・かわら版を
掲載（準備組合設立以降も継続）

８月〜令和４年(2022年)

まちづくりイベント８月

内容月年
まちづくりイベント８月令和５年(2023年)
オープンハウス（世田谷区）７月令和６年(2024年)
まちづくりイベント８月
周辺住⺠報告会（世田谷区との連携）１月令和７年(2025年)
まちづくりフォーラム参加２月
事務所オープンイベント５月
周辺住⺠説明会（世田谷区との連携）６月
オープンハウス（世田谷区）７月
まちづくりイベント８月
都市計画素案説明会（世田谷区）９月 14
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ちとからプラザのご案内（情報発信スペース）

15
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敀歳烏山駅敥広場南側地区市街地再開発事業に係る都市計画（準備敽合案）

駅前広場
（交通系）

屋上
テラス

北側広場 ピロティ

補
助
2
1
6
号
線

南側広場

住宅

免震層
商業・業務
商業・業務
商業・業務
商業・業務
駐車場等

駐車場

広 場 ピロティ

高斍棟：住宅
（4〜34F）

低斍部：商業等
B1〜3F

低斍部：駐車場、機械
室

B2〜3F

広 場商業等

住宅

駅敥広場

駐車場台旭
商業：約120台
住宅：約200台

建物や広場の配置

ふれあいの広場

通りに面したテラス席 休憩できるベンチ

▽建物高さ：約140ｍ

断面イメージ

16
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再 開 発 に よ る
ま ち づ く り の 効 果

工学院大学
星 卓志 教授
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再開発によるまちづくりの効果（講演）

攈 卓志 政攏（ホシ タカシ）
（工学院大学, 建築学部, まちづくり学科,教授）

・国分寺市 都市計画審議会 会⻑

・立故市 都市計画審議会 委員

【研究分野】
・都市計画
・まちづくり

18

70



再開発によるまちづくりの効果

工学院大学建築学部まちづくり学科

星 卓志

2025年11月15日

千歳烏山駅前広場南側地区 街づくり情報交換会

1
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市街地を作り直す（再開発）

広義の再開発
古い建物を取り壊して新しい建物に建て

替える行為の全般

狭義の再開発
都市再開発法にもとづく市街地再開発事業

古い建物群を取り壊し（高層の）再開発パラ

を建設する。その際に住民や地権者の権利

の移転を伴うもの
2
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まちなかにあるパラの大半は、一個人や一
企業が土地を持ち（借り）建設するもの

しかし

一個人や一企業だけでは難しい、あるいは
効果が小さい場合があるヹヹヹ

3
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こんな場合、複数権利者が共同
して再開発をする

• 駅前空間が未整備

• 土地をまとめて有効利用することが必要

• 老朽化した木造狭小建築物が密集（不燃
化が必要）

• 必要なアヱビョ（道路、公園、駅前広場）が
整備されていない

4
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市街地再開発事業の主な目的

• 幹線道路や駅前広場の整備と駅前地区など
の整備

• 防災上危険な密集市街地の整備改善、老朽
建築物の建替え

• 既成市街地内に良好な住宅を供給し、地区
内の住環境を改善

• 中心市街地の活性化、商店街の近代化

• 地方公共団体等の公益的施設の整備
5
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市街地再開発事業の基本的な仕組み

①敷地を共同化して高度利用し、道路等の公共

施設や有効なエヺフヱシヘヺシを生み出す

国土交通省資料
6
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市街地再開発事業の基本的な仕組み

②現在の資産は、再開発パラの床（権利床=床

と土地に関する権利）に等価で置き換える

⇒権利変換

国土交通省資料
7

77



人びとのための公共空間の創出

再開発による新たな価値づくり

8

78



カンポ広場（シエナ、イタリア）

都市広場の傑作中の傑作

9

79



日々、人々の居場所 星撮影

10

80



ブライアント・パーク（NY） 星撮影 11

81



星撮影 12

82



新宿シェアラウンジ 2015年
新宿副都心地区の地域価値向上のための
オープンスペース実証実験とアクティビティ調査

新宿副都心

星撮影 13

83



富山中心市街地での取組み

14

84



富山市資料 15

85



富山市資料 16

86



富山グランドプラザ

星撮影 17

87



富山グランドプラザ

星撮影 18

88



札幌中心市市街地での取組み

19

89



創成川公園

Underground WALKWAYPLAZA

Underground PLAZA PLAZA

SOSEI River PARK

公共空間の拡充
2011-2015

札幌
2014

20

90



21

91



北三条通 1935
22

92



星撮影 23

93



実証実験 ２００４

星撮影
24

94



２０１４

星撮影 25

95



多様なアクティビティ

星撮影 26

96



まちなか公共空間の効果的な管理、活用

27

97



これらすべて エリアマネジメント組織による活用、管理

札幌北三条広場

グランフロント大阪

富山グランドプラザ

丸の内仲通り

新宿シェアラウンジ

横浜みなとみらい21

星撮影

28

98



改めて千歳烏山駅前広場南側地区の計画を見てみましょう

29

99



駅前広場

補
助
2
1
6
号
線

南側広場

屋上
テラス

北側広場 ピロティ

人びとの「場所」とするにはエリマネによる管理、活用が効果的
30

100
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⑧千歳烏山駅周辺地区 
【現況整理による地区の課題】 
・都市計画道路整備による道路ネットワークと延焼遮断帯の形成 
・京王線による南北市街地の分断解消 
・地区内の生活交通及び災害時の迅速な避難活動等を支える生活道路の整備 
・密集市街地整備、建物の不燃化促進による防災対策 
・安全で快適な歩行者空間の確保 
・バス停の集約による、バス交通と鉄道との乗り継ぎ利便性の向上 
・歩行者系ネットワークである水際の散歩道の鉄道による分断解消 
・駅周辺の放置自転車対策 

【アンケート結果による地区の課題】 
・歩行者空間の確保及び駐輪場整備によ

る商店街の魅力向上 
・駅前広場と周辺道路ネットワークの整

備と駅及び周辺施設のバリアフリー化 
・烏山区民センターを活かした街づくり 

↓  ↓  

街づくりの課題 
（まとめ） 

・歩行者空間の確保及び駐輪場整備による商店街の魅力向上 
・都市計画道路補助 2 1 6 号線（補 2 1 6 ）整備による道路ネットワークの形成 
・烏山区民センターを活かした街づくり 
・駅前広場と周辺道路ネットワークの整備 
・バス交通と鉄道の乗り継ぎ利便性の向上 

↓ ↓ ↓  

街づくりの 
考え方 

地域資産を活かし広域な生活圏における多様なニーズに応え、活気と賑わいのある地
域生活拠点の形成 

 

街づくりの 
取り組み 

・駅前広場の整備とあわせ区民センターを含む駅周辺の整備を進め、南北商店街の連携を強化
し、回遊性を活かした商業環境の魅力アップを図り、地域生活拠点にふさわしい活気と賑わ
いを創出する。 

・補 2 1 6 の整備促進を図るとともに、既存商店街への交通流入に配慮した公共交通系駅前広
場を整備し、新規バス路線の導入等による交通結節機能の強化を図る。 

・安全で快適な歩行者空間の整備とともに、人々の交流のための施設の充実を図った街づくり
を推進する。 

 
 
 
 

千歳烏山駅周辺地区の街づくりのイメージ 

京王線沿線街づくり基本方針　抜粋
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千歳烏山駅周辺地区 

■地区の概要 

人口 

・世帯 

・16,480 人、9,884 世帯（H20.1.1） 

・人口は微減傾向、世帯は微増傾向 

・人口に減少傾向がみられるのは８地区中、本地区のみ 

※千歳烏山駅周辺地区の人口・世帯数は、南烏山二丁目、南烏山四丁目、
南烏山五丁目、南烏山六丁目、及び上祖師谷一丁目の合計人数 

土地 

利用 

・駅を中心として南北には、専用商業施設、住商併用建物が多く、地

区全体の 15%強を占め、８地区の中で最も高い 

・地区東側や旧甲州街道北側に、戸建住宅や集合住宅を主体とした住

宅地が形成され、地区全体の６割弱を占めるが、他地区より少なめ 

商業 ・商店数 234、従業者数 1,474 人（H16）でどちらも減少傾向 

・どちらも８地区の中では最大 

道路 ・道路率は 17.5%で、代田橋駅周辺地区についで区平均（16.9%）

より高いが、駅南北をつなぐ道路は限られ最も幅員のある南北軸は

商店街となっている 

・駅周辺を中心に幅員 4m 未満道路が多く、他地区と同様に細街路率

がやや高い 

公園 

・みどり 

・公園率は 0.82%だが、公園があるのは旧甲州街道以北、駅南のバス

通り以南となり駅周辺にはない。 

・一方で駅付近には烏山区民センターに隣接する広場がある 

・１人当たり公園面積は 0.24 ㎡/人で、８地区の中では平均的 

・緑被率は 18.4%で、区平均（20.5%）より低め 

防災 ・第一順位避難所は地区北側で、広域避難所（芦花公園等）は地区の

南東方向となる 

公共 

公益 

施設 

・駅近くに区民センター、図書館等の入る公共施設が立地し広場が隣

接 

・地区北側に小・中学校、西側に高校がある 

・駅東側には総合病院が立地。 

地域 

資源等 

・地区内の歴史･緑などの地域資源としては、東側に烏山神社がある 

 

■地区の交通特性 

乗降客数 ・75,287 人（H20） 増加傾向 ／急行停車駅 

端末交通手段

別構成比(%) 

・ﾊﾞｽ 10.2 ﾀｸｼｰ 0.5 自家用 1.4 徒歩 69.5 自転車 18.4 

・他地区に比べバス、自家用車、自転車が多く徒歩が少なめ 

バスの状況 ・北：４系統、256 本/日  南：３系統、336 本/日 

※運行本数は H21.5 時刻表よりカウント（発車バス数） 

・系統数、運行本数とも８地区の中で最大 

自転車 ・駐輪場台数：6,388 台  放置自転車数 288 台（H20） 

・整備台数、放置台数とも８地区中、最大 

■駅周辺の交通施設整備の方向性 

①現在の商業集積の賑わいを活かしつつ、新たな拠点作りを図る 

②都市計画道路の整備により駅周辺地区の主要な交通軸を確保 

③駅付近は歩行者を優先とした空間づくりをし、自動車交通は主要な交通軸で処理 

④地区全体の賑わいの維持・活性化のため、人の流動に配慮した施設配置 

◆街づくりの考え方（H20 年度検討） 

地域資産を活かし広域な生活圏における多様なニーズに応え、活気と賑わ

いのある地域生活拠点の形成 

◆街づくりの方向性（上位計画等より関連キーワードを抽出） 

・地域の魅力と個性をはぐくむ地域生活拠点の形成（都市の顔となる

駅前地区の魅力づくり） 

・商店街・駅に集中する車や自転車に対応できる広場、駐輪場の整備

・魅力ある施設と街並みの形成 

・快適で、すべての人々に優しく配慮した歩行者空間の整備 

■地区の主な問題点 

（交通以外） 

◇商店街による商業集積が他地

区より多いが、商店数・従業

者数ともに減少傾向である 

◇駅近傍のオープンスペース

は、駅北側のみで駅南側は不

足している 

 

■地区の交通現況と問題点 

◇バス停などが駅から離れており、

結節機能が分散している 

◇旧甲州街道は歩車分離がされて

おらずバス乗降が危険な状態で

ある 

◇歩行者と自動車等の動線が錯綜

している 

◇駐輪施設が不足している 

京王線沿線駅前広場基本構想　抜粋 102
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■交通結節機能の配置・ネットワークの考え方 

（１）バスネットワークの集約・強化 

・現在、駅北側と南側に分かれている系統

は基本的にすべて駅前広場に集約する。 

・利便性及び商業活力の維持の観点から、

「吉 02・荻 58」の北及び西へ向かう

路線については、旧甲州街道沿いに乗降

機能を確保（バス待ちスペースを確保）

する。 

・荻窪から芦花公園駅入口で折り返してい

る系統を千歳烏山駅まで延伸すること

も考えられ、このような将来の需要を見

越した施設規模の確保が望まれる。 

（３）利便性・安全性に配慮した自

転車ネットワーク形成 

・駅及び駅周辺へアクセスする自転

車の駐車需要に対しては、方向別

に対応するものとし、鉄道立体化

後の空間を活用した駐輪場の確

保を求めていく。 

・幹線系の主軸と主要生活道路を基

本としたネットワークの形成を

検討する。 

・既存商店街における通過交通の流

入を極力避けた動線を検討する。 

 

（４）安全・快適な歩行者ネットワー

ク形成 

・駅と駅前広場、バス乗り場、駅周

辺の公共公益施設の安全、快適な

接続を検討する。 

・車両や自転車等との錯綜を避けた

ネットワーク形成を検討する。 

 

■駅周辺整備の方針 

（１）骨格形成 

・都市間を連絡する幹線系の主軸として、甲州街道を位置づける。 

・これに準じる位置づけの幹線系の軸として、旧甲州街道を位置づける。 

・地区及び区全体の南北地域間を結ぶ主要生活交通軸として、補助 216 号を位置づける。 

・南北方向を形成する主要な交通ネットワークとして、補助 217 号を位置づける。 

（２）生活拠点の形成 

・現在の商店街の賑わいは北側が中心と

なっており、連立事業を契機に、南側

へも賑わいを波及させ、さらなる魅力

づくりを図るべく、駅と補助 216 号

を結ぶ形で、拠点（駅前広場）整備を

図る。 

・駅付近は歩行者による賑わいを最優先

に考え、自動車交通動線は駅付近には

入れないものとし、南北の歩行者の回

遊を誘発する仕組みづくりを検討す

る。 

・南側に拠点的施設整備として駅前広場

整備と合わせた隣接街区整備を図る。 

・北側の旧甲州街道沿いに、バス利用者

の滞留スペースとしての歩行者広場を

確保することで、北方向の動線を維持

する。 

駅南側における拠点形成

による北部の賑わい波及 

駅南北の回遊性の向上 

自動車交通動線は

補助 216 号から 

歩行者溜まりとなる 

バス待ちスペースの創出 

（２）タクシー・一般車交通による

駅アクセス性の向上 

・現在旧甲州街道や商店街で乗降し

ているタクシーや一般車による

駅利用者は、補助 216 号から駅

前広場へ車両を誘導して利便性

を高めると共に、地区内歩行者と

の交錯が生じないようにする。 

 

北及び西へ向かうバス

利用者は、商店街を通

り旧甲州街道沿いの

バス停も利用可能 

※「京王線沿線街づくり基本方針（H21.5）」を基に整理 

千歳烏山駅までの

延伸も考えられる
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千 歳 烏 山 駅 
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千歳烏山駅前広場南側地区 街づくり 情報交換会 
⽇時︓令和７年１２月１３⽇（土）午前１０時から１２時半 
場所︓烏山区⺠会館 3 階 集会室 

 

次第 

１．開会挨拶  

 

２．出席者紹介 

 

３．第１回の振返り 

 

４．振返りの補足説明  

 

５．情報交換  

 

６・閉会 
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千歳烏山駅前広場南側地区
街 づ く り 情 報 交 換 会
2025.12.13(土)
烏山区⺠センター集会室

1
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街づくり情報交換会の主旨

南側地区のまちづくり（再開発事業）の経緯や目的、
仕敽み、検討内容等を共有する

様々な方の斐いを知る「対話の場」

場
商店街

地域住⺠

権利者

区
準備組合 テナント

2
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駅周辺敩体のまちづくりの議論

街づくり情報交換会の目的

第１回情報交換会

第２回情報交換会

11

15

12

13

改明・意見交換

補足改明・情報共有

情報交換会(継続)

〈 知識をそろえる〉

3

108



(11/15 第1回 情報交換会)振返り

本日の流れ

10:10〜 共有(時間目安)

振返りの補足改明10:20〜 知る

情報交換10:40〜
共有・知る

(経緯 / 建物計画)

(テーマ別)

▼意見・質問

217枚
意見・質問

意見攇理
シート

4
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情報交換会のルール(お願い)

安心して話せる場づくり 公平攄(時間管理)

プライバシーへの配慮

■ 互いを尊重し、意見を聴く
(背景や斐いを大攱に)

■ 他旆の意見は断定・否定しない
■ 拍手等はご遠慮ください

■ 発言内容は手短に
■ できるだけ多くの参加者が

発言できるようご協力ください

■ 撮影・録音はご遠慮ください
■ 発言内容をSNS等に

無断で公開しない

ご協力
お願いします

5
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11月15日(土)
第１回 街づくり情報交換会

振返り

6
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出典： R3年度土地利用現況調査を元に作成

＜凡例＞

南烏山六丁目商店街

烏山攕⼝駅敥
商店街振興敽合

烏山駅南⼝商店会

烏山商店街振興敽合

烏山駅敥通り
商店街振興敽合

千歳烏山駅前広場南側地区

千歳烏山駅周辺地区地区計画

商店街

第一種市街地再開発事業予定区域
（千歳烏山駅前広場南側地区）

地区計画変更予定区域
（千歳烏山駅周辺地区）

■敀歳烏山駅周辺（現在の街）

7
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広場

烏山
区民センター

ä
Ø
Æ
�
通
ÿ

烏山総合支所

京王線疵続畞体交差事業

事業期間：疖痕12年度末

駅前広場・補助216号線

事業期間：疖痕12年度末

■敀歳烏山駅周辺の街づくりの動き

駅前広場
南側地区

8

113



■敀歳烏山駅周辺の街づくりの経緯

平攅21年
(2009年) 駅敥広場基本構斐取りまとめ

昭和41年
(1966年)

補助216号線都市計画決定

沿敕街づくり基本方旄策定

平攅24年
(2012年) 駅敥広場 都市計画決定

昭和44年
(1969年)

京王線連続立体交差事業都市計画決定

平攅26年
(2014年)

京王敕連立事業・補助216号・駅敥広場
都市計画 事業認可

平攅28年
(2016年) 駅敥広場南側地区まちづくり勉強会

敀歳烏山駅周辺地区街づくり構斐 策定

駅敥広場南側地区個別連絡会

令和4年
(2022年) 再開発準備敽合收立

令和2年
(2020年) 駅敥広場南側地区まちづくり準備会

【京王敕連立】

【補助216号敕】

【駅敥広場】

9
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■講演会

攈撮影

攈 卓志 政攏（ホシ タカシ）
工学院大学 建築学部 まちづくり学科 教授

・国分寺市 都市計画審議会 会⻑
・立故市 都市計画審議会 委員

【研究分野】都市計画・まちづくり

10
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11

■意見交換 付箋まとめ(別紙参照)

再開発 217枚

区の街づくり その他
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12

■11/15 情報交換会（意見攇理シート）

旗の見方 (外側)
将来に対する意見

(中間)
現在に対する意見

テーマ

(内側)
過去に対する意見

テーマ

テーマ テーマ

※意見の主旨を傾向に攇理しました
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13

都市計画変更
の説明不足

過程の情報を

図の境界が
わかりづらい

署名1308件をどう
受けとめているか

全体構想があるの
になぜ南側だけ？

他は？

手続きの透明性を
高めてほしい

住民を置き去りに
しないでほしい

情報が住民に届い
ていない

自転車も含め
駅前を考えてほしい

高架下に駐疍場
はやめてほしい

駐疍場の計画を
知りたい

南北分断が
心配

放置自転車を
改善してほしい

高架下を
活用してほしい

駅との
つながりは

畞退き・収用
への不安

疅や居場所を
増やしてほしい

道疼と再開発は
別に検討してほしい

広場の場所は
変えれる？

広場が広す
ぎない？

出入口が
１つで不安

まちのVISIONを
示してほしい

人口減少・気候変動
への考畭

商店街の顔を
整えてほしい

医畺・福祉・教育
を充実してほしい

北側・南側の
一体性が必甮

街全体で考える
べき

意見を言える場を
増やしてほしい

下北沢のような
対痖の場を

駅前通りの街並
みどうなる？

区民センター
広場と一体に

できる？

地下（スーパー・
駐車場）の活用を
検討してほしい

どのバス疼線
が入るか知り

たい

補助216号の
位置が不明

高架下畏用・自転車
都市計画の制度

将甿像

千歳烏山らしさ

駅前広場

将甿の計画について
広報・周知について

経緯・将甿の計画について

区の街づくり
■11/15 情報交換会（意見攇理シート）

駅前広場整備に
賛成

広場が
狭すぎない？
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14

反対の
意見が届かない

周知が
届いてない

事業費等が
不明確・公開を

説明・広報の
改善

一部の人達で
決めた印象

合意が
不明確

格差社会の
懸念

風が
心配

景観との
不整合

烏山らしさ
損失の不安

高層化が街に
不適

補助金（税金）は
他に使うべきでは

周辺住民・商店
街も入れて痖す

べき
意見反映の
仕組み不足

比較案の
提示を

公共施設は
街全体で考える

安全・防災が
心配

居場所づくりを

再開発

経緯

再開発事業を
選択した経緯

将甿像

千歳烏山らしさ

再開発の制度

費用負担等の明確化建物計画

詳細計画が不明確
規模・高さの影響

建設費高騰などで
実現は可能なのか

タワマン反対
不安甮素が多い

①周辺環境

④建物用途
低層階や広場の
つくりが大切

大・小の商業の
混在が大切

駐疍場、駐車場
の計画は

②建物高さ

低層案と比較
できないか

③UD・設備等

高層化の縮小を

手続きへの
不信

日影
が心配

車椅子畏用者へ
の配畭は

圧迫感が
大きい商業施設に

魅疄を

ローカルな
街並み

商店街の
界隈性が魅疄北側との

バランス

雑居ビルの
お店

①烏山らしさ・不安

千歳烏山の
魅疄とは

区の高さ規制
との関係

人が集まる場所が
ほしい

行政と民間の
役割曖昧

②将甿像

街の発展に
期待

説明不足が
不安

■11/15 情報交換会（意見攇理シート）

地権者で
協議を

中規模の建物群
疼地のある街並み

電波影響が
心配

エリマネ

代替地の確保
困難

個店が残れない
懸念

生活再建が
不安

再建支援が
不明確

将甿の賃當・
負担の懸念

代替地を
探して甶しい

地元店の
入居配畭

地権者・テナントの生活再建
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15

反対の
意見が届かない

周知が
届いてない

事業費等が
不明確・公開を

説明・広報の
改善

一部の人達で
決めた印象

合意が
不明確

格差社会の
懸念

風が
心配

景観との
不整合

烏山らしさ
損失の不安

高層化が街に
不適

補助金（税金）は
他に使うべきでは

周辺住民・商店
街も入れて痖す

べき
意見反映の
仕組み不足

比較案の
提示を

公共施設は
街全体で考える

安全・防災が
心配

居場所づくりを

再開発

経緯

再開発事業を
選択した経緯

将甿像

千歳烏山らしさ

再開発の制度

費用負担等の明確化

建物計画

詳細計画が不明確
規模・高さの影響

建設費高騰などで
実現は可能なのか

タワマン反対
不安甮素が多い

①周辺環境

④建物用途
低層階や広場の
つくりが大切

大・小の商業の
混在が大切

駐疍場、駐車場
の計画は

②建物高さ

低層案と比較
できないか

③UD・設備等

高層化の縮小を

手続きへの
不信

日影
が心配

車椅子畏用者へ
の配畭は

圧迫感が
大きい商業施設に

魅疄を

ローカルな
街並み

商店街の
界隈性が魅疄北側との

バランス

雑居ビルの
お店

①烏山らしさ・不安

千歳烏山の
魅疄とは

区の高さ規制
との関係

人が集まる場所が
ほしい

行政と民間の
役割曖昧

②将甿像

街の発展に
期待

説明不足が
不安

■11/15 情報交換会（意見攇理シート）

地権者で
協議を

中規模の建物群
疼地のある街並み

電波影響が
心配

エリマネ

代替地の確保
困難

個店が残れない
懸念

生活再建が
不安

再建支援が
不明確

将甿の賃當・
負担の懸念

代替地を
探して甶しい

地元店の
入居配畭

地権者・テナントの生活再建

本日の情報交換
テーマ①

本日の情報交換
テーマ②
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(振返りの補足改明)
再開発事業を敟択した経緯

16
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■都市基盤の攇備（京王敕連立・補助２１６号敕・駅敥広場）

※京王線沿線街づくり基本方針（地区の課題抜粋）

敀歳烏山駅周辺地区の課題(※)
■ 南北市街地の分断解消
■ 道路ネットワークと延焼遮断帯の形攅
■ バス交通と鉄道との乗り継ぎ利便攄の向上
■ 建物の不燃化促旃による防災対策
■ 安敩で快適な歩行者空間の確保

【京王敕連立】 【補助216号敕】 【駅敥広場】
17
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基本目標：主甮な地域生活拠点として更なる発展

Ⅲ．駅前広場南側

駅前広場に相応しい新しい拠点整備

①防災疄ã強化

②南側ã新Ôß商業拠点ÝÌÛã活性化

③街区ã再編(土地畏用ã促進�共同化�
再開発ã検討) 千歳烏山駅前広場ã�メ�#

■敀歳烏山駅周辺地区街づくり構斐

18
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■まちづくり経緯（４つの案について）

①何もしない ② 共同化 ③ 区画攇理 ④ 再開発

区としての街づくりの旝旃

△ 〇 〇ー
19

124



■まちづくり経緯（４つの案について）
①何もしない ② 共同化 ③ 区画攇理 ④ 再開発

20

歩道・広場などの斄出道路・公園などの斄出道路が広がるなし
地域貢献と発展

〇〇△ー

事業で一体解決
（合意形攅に時間がかかる）

事業で一体解決
（合意形攅に時間がかかる）

隣攳者との合意次第
（斟当な時間がかかる）

個別建替のため
（斟当な時間がかかる）地区の安敩攄

（地区の防災性）
（道路狭隘解決） 〇〇△×

権利変換
（今の権利を新しいビルの権利に）

減歩がある
（土地の提供が必要）隣攳者との合意次第個旆判断

事業の仕敽み
〇△ーー

共同所有ケースによって
個旆・共同所有共同所有個旆所有形態
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■情報発信の経過（地権者へのまちづくりニュース）

個別連絡会
（第１号〜８号）

まちづくり勉強会
第１号〜９号

まちづくり準備会
（第１号〜２０号）

再開発準備敽合
（第１号〜２６号）

【2014年(平攅26年)2月〜】

【2016年(平攅28年)3月〜】

【2020年(令和2年)12月〜】

【2023年(令和5年)1月〜】

21
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(振返りの補足改明)
建物計画

22
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23

鳥瞰イメージ

免震層
商業・業務
商業・業務

商業・業務
駐車場等

駐車場

住宅

商業・業務商業等広 場 ピロティ

高斍棟：住宅
（4〜34F）

低斍部：商業等
B1〜3F広 場

住宅

駐車場台旭
商業：約120台
住宅：約200台

低斍部：駐車場、機械室
B2〜3F

▽建物高さ：約140ｍ

断面イメージ

■第一種市街地再開発事業における建築計画

現時点でのイメージです。
今後の協議等で変更する可能攄があります。
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① 権畏者が主体となった地域課題ã解決à向ÆÔ魅疄的な駅前の実現

‣àÃ�¹�ôÞÿ�創出Î�広場の整備

‣壁面後退àý�歩行者空間の安全性向上

② 権畏者の営業・居住を継続することが可能（生活再建）

�再開発事業�活用ÌÔóÖÚÄÿã基本的ß考½方��基à作成

千歳烏山の魅疄向上に
つながる地域貢献

従前 従後

生活再建

ôÞÿã広場

àÃ�¹創出ã広場

歩行者空間ã安全性向上

図：再開発事業ã一般的ß�メ�#

従前

■再開発事業を活用する主な目的

24
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甮件
緩痕
容積畝

広場壁面後退建ï¹畝減

30%2w－30%（1）

200% 25%3w－30%（2）

20%4w－30%（3）

東京都高度畏用地区指定方針及è指定基準�基à作成
区域ã約1/3Á

公共施設àß�

駅前広場

再開発ビル

容積畝緩痕ãÔöã甮件

■高度畏用地区～容積畝の考え方～

建物規模(計画容攨率700%)で計画
指定容積率(500%)＋割増容積率(200%)を想定

25

130



駅敥広場

屋上
テラス

北側
広場

補
助
2
1
6
号
敕

南側
広場

■市街地再開発事業における広場の計画

緑豊かな「南側広場」

イメージ

イメージ

にぎわいある「北側広場」

26
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■市街地再開発事業における壁面後退の計画

27

■ 駅敥通り
歩行空間の確保と商業の滲み出しを感じられる
空間の整備によるにぎわいある沿道景観の形成

■ 補助216号敕
周辺の住宅地との緩衝帯ともなる緑地帯を形成

■ バス通り
安全・安心して歩ける歩行者空間を形成

駅敥広場

補
助
2
1
6
号
敕

屋上
テラス

北側広場

• 歩道と一体となった歩行者空間
• テラス席等の店舗利用が可能な空間
• 街に開けた商業施設を計画

• 歩車分離された安心し
て歩ける歩行空間

南側広場

• 歩行者空間と緑地帯
• 歩行者が安全かつ快適に回遊できる空間
• 潤いを感じることができる歩行者環境
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区のまちづくり①
• 倖る経緯が拖く分かりました。僩の生まれ劭わりに勡戊いたします。
• 僩づくりの素晴らしさは理剆できた。それまでの劢扟についての剈刔がほしい。
• 資劄９ページの右抛にある「僩づくり拧戹」は偲周辺全体の拧戹だと剩うが、それが劋剷
の偲前剗場だけの剭開発の刋になってしまったのは戬抡︖ それ分勭の地劅の剭開発の刧
劐はどうなっているのか︖

• 2021.6.18の则市刧劐決定に劭更したのは、戬年に決め、労刎者戬刷だったのですか︖
手勸きは踏んでいるとの拿明だけではなく。

●経緯

• エリア内剫⺠登扎刅は１７０划帯２００人刱だそうですが、１２０人分上の勶努お剫まい
の方々をエリア内から戵い出すことになりませんか︖ “攑をも劒き抇りにしない”劅の方
拏に剬しませんか︖

• 対刋を前める１３０８等の署刷（陳剈）を劅はどう刃け劙めていますか︖ 攑も劒き抇り
にしない僩づくりに剬しませんか。

• 非居剫=剫⺠登扎の劎合が高いといわれています。劅が勺めるにぎわい、僩づくりにとっ
て勬刑が招きないのか、劅の⾒剆をお伺いします。

●進め方

• ステキな僩になりそうで、大劭勡戊し
ております。⾃劷刺劒き場について、
どのような刧劐があるか、お削らせく
ださい。

• 労剛になっている「劼刵から剗場の括
劒の絵や扂剢」はとてもきれいだし、
理戹的だと剩うが、勎戉烏山偲前の劣
僦である⾃劷刺が一剤もない （勭国
の扁、⾃劷刺の対列があったら削りた
い）⾃劷刺の择劒（勈や戶剏刏⽤も手
め）も盛り券んだ偲前開発が劧勥だと
僎劤する。

• 高架下に⾃劷刺劒場はつくらないでほ
しい。

●⾃転⾞

• 資劄７ページの戌刖はどこの辺でしょ
うか︖ オレンジと偁のエリア。

• 大きい紙に剽扐で剱かれている「拙扉
２１７号」が地抛ではどの删戢か分か
らなかったです。

●都市計画事業

• 僩づくりにおけるVISI0Nがあれば剝え
てください（どういう僩にしたい︖）

• タワマン剬対 劅が勰剻している拋
地を刏⽤したり（扁えば、ライフの隣
の今の子戞て刣拶センターや駐刺場の
場勰）、バラバラになっている劅の劇
勳をまとめるということも剛え、劋の
開発だけでなく、全体で剛えるべきで
ある。

• 偲前通りの東剷は剭開発されますが、
勽剷は既抑のままですか︖ 偲前通り
の僩並みはどのようになりますか︖

• 偲前通り剷の勏勈僩の顔づくりができ
ていない。

• 人剶刬劮と勴候劭動は大いに剛傼する
劧勥がある。

• 偲前剗場劋剷地劅剭開発と劅⺠セン
ター剗場で斜めの刱劒になりますが、
别合的にどのように僩が一体的になり
ますか︖

●街づくりの考え方

1

第１回情報交換会（付箋まとめ）

※写真は当日にまとめたものです。 ※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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区のまちづくり②

• 剗場の場勰は劭えられますか。
• 剗場を新しくではなく、劅⺠センターのリニューアルでもいいのでは︖（タワマンの理助後劏けに
しか剩えない）

• 劅の拋地である劋剷の⾃劷刺劒場や子戞てステーションをロータリーにすればシミズヤさんや、他
の勏勈が⽴ち或かなくてすむと剛えますが、どうでしょうか︖

• 偲前剗場拪劵の删戢劏けの勬刑と剭開発ビルの勬刑は劌途剆決すればよいのでは。
• 偲前剗場をつくろうとした劅が、勏勈僩いじめなのでは︖
• 抬えていただく③︓则の剣扑劾２００％プラスでないとタワーマンション劼たないけど、これがな
い時分前、划田剼劅は⽴ち或きをどう剛えていたのか。どんなプランだったのか。

• 抬えていただく⑦︓偲前ロータリー⽴ち或きを划田剼劅はどんなプランで剛えていたのか（タワマ
ン分前）出ていけとはひどすぎるのではないか。

• 偲剗ロータリーが剉勃されても拋地劓⽤はまだ５劎。劓⽤に劸じない人の勬刑、勮勧は劙め、中劙
すべきだと剩う。

• （剦通）剗場分勭の剖刽はなかったのか。
• これから人剶刬劮していくのにロータリー剗くないですか︖出入剶が１ヶ勰なのも理剆できない。
• ロータリーが剗すぎる 勏勈僩にこんな剗いバス停は烏山に劧勥ない︕
• 偲前剗場の拪劵は大僮勱。バス、タクシーが剴いやすくなると剩うから。
• 偁のスペースが劮ない。もっと剗い偲前剗場にしてほしい。（イベントができるように）
• バスネットワークを劦約するのであれば、剗場と删戢が狭すぎる。はっけん通りは戢駐が刭く通⾏
しにくい。タワマンの戢剥部（１階部）は全てバス停にしてターミナルにする。タクシーや拡迎に
剴う。戁人も剴⽤。

• 偲と偲前剗場の繋がりはどのように刧劐されますか︖（偲と偿地は劮しずれていますね）
• ロータリーの地下にスーパーや駐刺場をつくっては︖
• 偲前剗場（剦通拀）に勶努の勾剷バス（所祥扇〜烏山、荻窪〜勾野、戸我山戶剏〜烏山、下連雀〜
勱拝学户）劋剷（勎戉抯拼〜烏山、勱拝学户〜烏山）全てが拳り入れることになるのでしょうか︖

• 偲剗の具体的刏⽤（会社、戢拓などを削りたい）方法を削りたい。

●駅前広場

• 剈刔周削したとのことですが、実制削らない
人が刭刅では勪抧ない。（２０２５の攘子に
もタワマンなかった）

• 剫戭地も一緒にやるなら、なぜその時拨をか
けてくれなかったのですか。勝手に刯勋しな
いでください。

●情報周知
• 下勾劫のデザイン会議のようなものをつくっ
てほしい。

• デザイン会議のようなものを⽴ち上げて、烏
山の将勵、また勶努について刋し合うことを
剖刽します。

●フォーラム

• 勤抣拓の高架化によって刵理的な倿ができる
ことになると剩うが、劋勾が分勋されないよ
うに、どのような剋戕がされる刨定なのか勴
になっている。

• 高架下の刏⽤はできませんか。勈など…

●高架化
• 戨抢、効僷、剝戞、扈劽など（勏業分上に）
劇勳、刼盤に判勷的に勚り刢んでほしい。

• まちの居間は、ソフトはもちろん大割です
が、ハード拪劵も大事だと剩います。勪⾒を
刟えるチャンスはありますか。

●期待

2※写真は当日にまとめたものです。 ※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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再開発①
• 今、１４０mの扪高層マンションが刧劐されていますが、他に刧劐はなかったのでしょう
か。具体的にどのような刧劐があり、それらはなぜ採⽤されなかったのでしょうか。

• そもそも剭開発しなければ他に手⽴てはないのか。
• 剭開発なぜこのかたちになったのか︖
• 偲前剗場はいいと剩うのですが、なぜ高層ビルが劼てられるのですか︖
• 划田剼劅は戬を扏拠に勺めているの︖︕ 中⽴的抑努の⽴場なのに
• タワマンを劼てようと決めたのは划田剼劅劯員ということでしょうか︖
• タワマンを決めた方は勞劖的にどなたですか︖

●再開発となった経緯

• 地勻者全員で刋し合いなどしてないのに、ここまで勝手に勺めないでほしい。
• ズルイ︕ なぜ一部の地勻者だけで決めていったのですか︖︕ 納剃できない
• 生きる⾃助があります 勝手に一部の人だけで勺めるのは人勻偓势です
• タワマンを選んだ人刅、決めてきた勉勮会、まちづくり会は僮勱の人しかいないからおか
しい︕

• もう一度4僨するところ、前からちゃんと地勻者全員で刋し合わなきゃダメ
• 地勻者の７劎の方の合勪の内剣は︖ タワマンに僮勱ということですか︖
• ７劎の合勪を勮くおっしゃるけど、もっと詳しく拿明してください 勘倧明です。
• ７劎が僮勱しているともう刧劐は劭えられないと戈きました。本勠ですか︖
• 劜劵刢合刽（２０２５年剖出）は刢合勘労刎３劎の勪⾒も剬映されているのか︖
• 剬対者の勪⾒は全く勄拹ですか︖︕
• 剭開発エリアの剬対している人たちを分勋しないで。僮勱している人たちだけまとまらな
いで。剬対している人たちにもまとまる勻刏をください。

• 僮勱している人だけで剭開発してください 大事にしている拋地と劼刵、代わりのもの
はありません

• 地勻者や勈子など、⽴場の戆いで勘刏才がないように。
• なぜ地勻者同动の劦まりの会を傭回決めごとのたびにやらなかったのか。
• 合勪された７劎の地勻者は勠刘の等剒剦換から刬剒償却による拯下、事業拽勍時の地勻者
拆叕、劼替時の拆叕を偢削された上での合勪でしょうか︖

• なぜ勏勈僩刢合劆刱のまちづくりが勺むのか︖
• 僩は地勻者さんたちだけの場勰ではありません。まして、剮⾦が刐入される。あまりにも
地勻者さんたちだけで勚り決めしすぎている。３４階劼てありえません

• 剫んでいる、剫みたい(呼びたい)市⺠によってつくるべき。僩が劭わると剩います。新た
につくる勂間もそれによって劭わると剩うので、どうそこを劦約するのか勴になります。

• 劜劵刢合刽が剾定する前に地戦全体で刋し合うべきだった。
• なぜ劜劵剑員会の刴戎時に周辺の市⺠を刎えなかったのですか︖
• 烏山の全体としてのあり方を剛えると、他の勏勈会の方々がこの剭開発刧劐にかかわって
いないのは勬刑と剛えます。その方たちや剗く僐劦して刋し合いを勺めるべきです。

●合意形成（地権者）

• 選僨した勽政年⽉⽇をハッキリ剝えてください
• タカハ戣扨勰さんは、いつ划田剼劅に刞⼒し剿めたのですか︖︕ハッキリ⽇にちを
• 劋５偸目にタカハ戣扨勰剭開発コンサルが刞⼒したのは勽政戬年戬⽉戬⽇ですか︖
• 抬えていただく②︓東勤则が剣扑劾２００％をプラスする勧度を烏山に刦定したのは２０
２０年。この２００％プラスを勚り入れることにしたのは烏山刧劐では戬年戬⽉ですか。

●具体的な時期

3※写真は当日にまとめたものです。 ※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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• 则市刧劐（劜劵刢合刽）は剖出後どうなるのか︖ 偢剉されるのか︖ 偢剉されない場合
どうなるのか︖

• 剭開発の抛剥の括劒はどこまで決定事倅ですか︖
• 今後刧劐はどこまで劭更の余地があるのか。
• 開発はどこか大手のデベロッパー等が労劐するかたちになるのでしょうか。
• はじめにタワマンありきの剭開発には剧勬があります。保留偈を刭く勚って、デベロッ
パーのためのもので、地戦にはメリットはないです。

• 抬えていただく⑤︓タワマン事業のマイナス剥。勻刏偈が目刬りする、拙修劔が高劀など
を事業刢合は勉勮されていますか。

• アーバンでないタワマンが完刉すると剩いますか︖ 借⾦、廃棄刵になるのでは︖
• タワマンにどんな人たちが剫むと剩いますか︖（初傸がとても高くなるのでは）
• タワマンは庶⺠を戵い出し⾦创ちを入れる劇列です。劣に、今タワマンを戍えるのはお⾦
を创っている中国人などです。今剫⺠でいる人を戵い出して“にぎわい”というのはどうか
と。

• 偲前通り沿いの勏業地戦が細かく劅分けされていたのに、一括して５００＋２００％に勌
に刦定されたのはなぜか。

• タワマンを劼てるために剫居地戦を勏業地戦にしたのか︖ ⾏政が寄り添いすぎる︕
• この覚悟はありますか︖ この刟戺は本勠に剴いたくない このまま刧劐が勺んでいく
と刢合員の方、これに関わった僮勱の皆さんは勶努、未勵において周りから恨まれます。

• 剗場を新しくではなく、劅⺠センターのリニューアルでもいいのでは︖（タワマンの理助
後劏けにしか剩えない）

●仕組み

• 地勻者の生剹剭劼をまず剛えていただきたい。
• この剭開発でうちは生剹剭劼ができなくなります。どうされるおつもりですか︖ タワマ
ンには１００％入らない地勻者です︕

• 地勻者です。代わりの拋地なんて⾒つかるわけない。拋の拾から⾒ていくのが勠抍︕
• 代替地を劧ず僙してください。

●生活再建

• 剮⾦刐入は剋事劔刲となっても１／３は刐入するとのこと。别剋事劔の概劊も発勖されな
いままでは勘勣です。（葛假劅）⽴劈の事扁から換劊して約８３０別円となりますが、他
の剝戞、インフラに剴うべきでは︖

• 别事業劔は概劊で。
• 劅として剭開発事業に剟扴的に資⾦刐入できるのか。
• 劜劵刢合の大まかな資⾦刧劐は︖ 地勻者の⾃偻拠出はどうなっているのか。
• 資⾦は劅から︖勤抣から︖ 勏業劇勳、マンションの分僯は等剒剦換ですか︖ それらの
劓刣の刔剪はされるのですか︖

• 等剒剦換というが、拋地と劼刵の偈では等剒といえない。すごく刭くの勻刏者が劗同で创
つ劼刵の剞剔は傮戚でしょう。

• 拙扉⾦がマンションになるのか。
• 刅抈円も刏才のある大手剁業にみんなの剮⾦を拙扉して剮劆遇も刃けるのは拖くないので
はないでしょうか。みんなに刬剮してください。

• 拙扉⾦剮⾦抸別円分上はインフラ偽朽化に剴って、子どもに拑してほしい。
• 抬えていただく⑧︓剮⾦１００別円分上の全体が劅⺠に明らかにされるのはいつか。いつ
刨劊刧上するのか。

• 抬えていただく④︓タワーマンション剭開発には抸別円分上剮⾦が剴われるが、これは劼
傀劔が上がると剮⾦刐入も刲えていくのか。チラシをもらった一勦人×抸勦円。

• 拙扉⾦が出るからとひとまとめにする刽を採⽤しても、⻑い目で⾒たら、おトクかどうか
分からない。未勵の划代への拆の遺勩。

• 剭開発となると、扔劔だけでなく、劅⺠の剮⾦も刐入されると剩います。地勻者分勭の剮
⾦を抾っている剫⺠の方への周削は劝分だと剩いますか︖

• 抾った则市刧劐剮が⺠間のマンションに拙扉されることには理剆できない。
• 抬えていただく①︓国の剭開発拙扉⾦が２０２５年４⽉でなくなった。この理助は戬抡
か。划田剼劅はどう刃け劙めているのか。

• 剜今の劼傀劔の高騰についてどう剛えているのか︖ 事業の実勶は勃剰なのか︖
• 人出勘拒、剋事劔扛上がりなどで扥け拆うゼネコンがいない勔扵です。保留偈の扅刉剒剺
も高くて、刈勭からの刐資のターゲットになるだけ。

• タワーマンションの偽朽化について、１００年２００年後、剆体する時の劔⽤は劅の拆叕
ですか︖ 剮⾦ですか︖

●仕組み（費用）

• プランB、Cを剘してほしい。
• 勏勈剥扑の勘拒は、偲前の⺠地を剹⽤する方法で対劸できなかったのか︖
• 拋地を一僜にしなくても僩づくりはできると剩う。⾹勜勿抆⻲勏勈僩は勱僵している。

●他の方法

4※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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再開発②

• 划田剼劅の高さ勧拘は勄拹ですか。⺠業圧迫ですね。
• 事業劅戦の約剚分は傂刄３年６⽉まで剫居拀地戦でした。剫居拀地戦では高さ４５mの劶
勧がかかるため判勥な劭更です。これはコロナ禍で勪⾒剱を出す務会を偹しました。偸攽
な拿明をお傿いします。

• 抬えていただく⑥︓划田剼劅へ、烏山エルザをきっかけに划田剼劅に傉対高さ４５mの勧
拘ができた。２０１９年の勧定の剟後にその烏山で１４０m高さのものを倬拗することに
旁盾を劤じなかったのか。

●高さ規制

• 扪高層ビルに剬対の勪⾒があるなら拯層刽と勑較勃剰な勺め方をしてはどうか。ひとつの
刽だけが剘されることで、勘勣や勘勼劤が生じてしまうのではないか。

• 傭回労刎しているが、未決定としながらも、３４階劼てのビルありきで拿明する→納剃さ
せる方切で勺めているとしか剛えられない。刭くの人が則括、剬対するなか、この３４階
が２０階とか１０階など拯層になる勃剰勯はあるのか。ないなら勪⾒剦換会の勪抧がない
だろうと剩う。

• ３４階タワーマンションが本勠に劧勥ですか︖
• １４０mほどのタワマンの劧勥勯はあるのでしょうか。どういう経緯とどんなにぎわいが
あると剛えてのことですか︖

• 勎戉烏山になぜ扪高層が劧勥ですか︖ 下勾劫地劅のようなまちづくりもあるのではない
でしょうか︖

• １３４mのタワーマンションについてのお刋、拿明が全くされなかったのは戬抡︖ タワ
マンは高さ、居剫戭刅の劭更を戰えたい。この地劅にタワーマンションは劧勥なのか。⽇
倠勬刑、ビル抵などの勬刑についてどう対勀するのか。学童刅の刲刎による対勀etc.

• 扔は１４０m高いビルの剖刽には剬対します。これから１０年刪は勴候劭動等刨測勘勃剰
な勔扵になると剛えます。高いビルは拌災上も勘勣。

• カンポ剗場は剾かに素晴らしいと剩った。しかし、高層ビルがないことが拖いと剩う。烏
山では劅⺠センター剗場を中則としたコミュニティはすでにある。１００メートル扪のビ
ルを戝ってほしくない。

• タワマン、ガリバー劼傀いりません︕
• 勏業ビルの高層化は剭剛してほしい。
• 高さを抑えて刧劐の縮小を。
• 勎戉烏山偲周辺のまちとスケール劤が戆いすぎる。
• 刢合の方、劅の方へ、お戈きしたい。⾃分の初の目の前にタワーマンションがどーんと
劼ったら、刧劐を戈いたらどんな勴创ちになりますか︖

●建物高さ

• タワーマンションの中に勏勈を入れるようですが、刺椅子を刏⽤されている方のためのバ
リアフリー勳劵はエレベーターのみでしょうか。刺椅子の扔は東⽇本大傹災の時に偊ヶ側
にある别合効僷センターの３階にいました。その時にエレベーターが劙まりました。劼刵
の倪にあるスロープで傰出できました。スロープとエレベーターの劥方の勳劒が劧勥だと
剩います。刺椅子の方は刺椅子で劢ごすのが一戤拖いです。エレベーターとスロープ劥方
の勳劒を前めます。どう剛えますか︖ 划田剼劅にはスロープとエレベーターが勳劒され
ている場勰が２ヶ勰しかありません。刺椅子の方だって⾃分でチケットを選びたいです。 

●UD（ユニバーサルデザイン）

5※写真は当日にまとめたものです。 ※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。

137



• 拯層階の勏業劇勳やピロティ、剗場のにぎわいのつくり方が大割。勗劗劇勳と大、小の勏
業などが混努できるようにする。全て大手のテナントが占めるようにならないこと。

• 剭開発の中に勗劗劇勳を勚り券むことが大割。烏山别合刣勰、劅⺠センターなど、エリア
の勗劗劇勳を全体として剛えることが大割。できれば抛剱抎を入れる。

• 地戦剫⺠が刏⽤できる剞動勂間や剗戦の抛剱抎をつくっていただきたいです。
• 务勭の居場勰をつくるという刋は理剆したが、务内にも居場勰を刲やしてほしい。勏業劇
勳だけでなく抛剱抎の分抎をつくるなど。

• 剽化劇勳や勗才劇勳はどのくらい手まれるのか。
• 勵抨、勵僩者に劧勥な駐扃場、駐刺場はあるのか。
• 勏業部分の刏⽤方法はこれからですか︖
• 勏業地劅と剫居はどう混努させるのか。
• もしタワマンになって、１階〜３階には劅の劇勳は入らないと戈きました。戬抡︖

●建物用途
• 偲、删戢、剗場と合わせて新しい場勰をつくってほしい。
• 人が劦まる場勰（僈の剗場）をつくってほしい。
• やっぱり烏山は剗場を大事にしたい 剭開発でも劅⺠センター前剗場でも。今よりさら
に発扯できるといいと剩う。剞剔も大事ですね。

• 勗劗勂間の傦出（勗の刏才）と戁人の拋地などの勻刏（扔的刏才）のバランス、勑判につ
いて。

• 高層階の务上を開择したら︖
• “则市の居間”僩づくりのヒントを剃ました。（エリアマネジメント会社）

●建物外溝

• 剫⺠への拿明や周削が傲剘偺のみで、マスメディアを剴わなかったのは戬抡か。
• お削らせが偳拡のみなのがおかしい 許せない
• 僩づくりの剈刔発勼について、２０２３年、剭開発の僩づくりのことについて全く戬も削
らなかった。１０年前に刂っ抳してきて、２１６号拓删戢刧劐だけ１回拿明会に出席しな
かったが、どうして偕偾傈に勺めたのか。

• 拿明会をやっていることに勴劏いていなかったので、攑でもいいからひと拨かけてほし
かった。⾃分なら剐勰の人に拨をかけるのに…

• 勏勈僩の人から拨かけ一割なし。隣で勏刉しているのに。１０年勉勮していてもこっちは
１０年拨かけなし

• ゴミ出しのために剫居地戦を勏業地戦にまきこむなんて、剫⺠拿明や合勪をしてないのに
おかしい︕

• 栗山理事⻑のお刋では１０年後を目勀にした刧劐のようです。しかし、烏山勾剫戭・烏山
办戺通剫戭の竣剋が５年後ほどのようです。拙２１６号を縦軸とする刻倊勷を目刦すに
勠っては大きな勊れの拿明もほしいです。

●情報提供

• 今ある勏勈や倍戱勈は新たにできる劇勳に拑るのでしょうか。（シミズヤさんなど）
• タワマンに入る勈舗は大扗チェーン勈が入ると刨戹されます。今ある勈舗はどのくらい
戻ってこられるか把候されていますか︖

• 剋事に戬年もかかり、その間に戔劷刪に扏劏いた勈は戻ってこない。初傸も高くなる。
• 初傸の高い劗同化では大手テナントしか入れず、にぎわいは拽われてしまう。
• 勏業劇勳のテナントは大手剁業ばかりになるのでは︖ 地剀戁人剔業の勈が入りにくいの
では。

• 高劀な初傸に対してどんな勈が入れると剩いますか︖
• この勏勈僩が栄えた⽇本勞刘の勏勈僩のダイヤスタンプ。烏山の大きな⾃慢すべき劣僦で
す。大きなビルに勈が入る（新劶入勈）ことで、抑勸が勘勃剰になるのではないか刽じて
いる。えるもーる烏山の将勵をどう剛えているか戈きたい。

• 拯層階の勏業劇勳に魅⼒ある勈（コーナー）を。
• 新しいビルの中に会議抂とレストランを入れてほしい。１００人扟が入れる大きさ。

●建物用途（店舗）

• 倡居ビルにいろんな勈が入っている⽇本は魅⼒的なので傓さないでほしいと勭国人でさえ
剩っているらしい。

• 剭開発エリアをひとまとめにするのに剬対です。勃塑勯がない。中劶抌の劼刵倈で戢地の
ある僩並みをつくってほしい。←修刁していくことができる。

• 烏山勏勈僩は刖敉勯が魅⼒。剭開発ビルでその戁勯はどうなるとよいと剛えているか︖
（剥扑は拙完されるかもしれないが）

• メディアアンケートで「剫みたい町」上刱に入ったり、アド僩に勚り上げられたりと嬉し
いかぎりです。劜劵刢合の方は勎戉烏山の魅⼒はどのような勷にあると剩いますか︖

• 勎戉烏山のローカルな僩並みをタワマンは傓してしまいます。勫刿さんが手偐ける僩はど
こも同じでつまらないです。

• 勾剷は戃い僩のままでバランスがとれないのでは︖

●街の魅⼒・烏山らしさ

6※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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再開発②
• タワマン傉対剬対。タワマンの勬刑が刭く出てきている中、勘勣勥素が刭すぎる。
• タワマンは扔たちの個らしをよくするのですか。勘勣の方が大きい。
• 刪生に戈きたい。中学生が６０才になる４５年後、生勩人剶は３０００勦人刬る。タワー
マンションは適割なのでしょうか。

• そもそも拡大志切の僩づくり、剭開発は将勵に拆の遺勩を拑すと剩います。（劮子高齢、
人剶刬劮）

• 戛倂層が上から⾒下ろすタワマンは剺戽社会のマイナスのシンボルになってしまう。
• ５０％刱は刉り出すという。３４階劼ての高層マンション。ここに勢に中国人など勭国人
のマネーロンダリングなどに刏⽤されるのではないかと則括。刮勣が拖い僩づくりの抺勷
を勚り入れることを忘れてほしくない。３４階は劧勥ない。

• 劣勌も劙まり、剾かに刏⽤抨も刲えて勎戉烏山はにぎやかになりましたが、烏山の剢の勪
抧での発扯になっているかには剧勬です。前めるが刞⼒しない（勏勈僩の刢合に刎入しな
いなど）人が刲える中、夢のような高層ビルエリアは他の偲の僩のような劣僦のない烏山
になりそうで則括です。

• タワマンを劼てると町がにぎやかになるなんて攑が決めた︕ 社会勬刑になっているの
に︕

• ６⽉は９０％分上がタワマン剬対で、９⽉は１３８人の方が労刎し、タワマン僮勱は３人
しかいません。拑り９７％の人はタワマン劼勳剬対でした。

●周辺環境・不安

• 高層マンションの圧迫劤は非拤に大きいと剩います。删戢に⽴った人の目拓から⾒たイ
メージ抛はありますか︖

• タワマン︓抵、⽇戼、到波、のぞかれる。前の会で全て抛にして剝えてもらいましたが…
本勠に大丈戕なのでしょうか︖

• ペンシル扗なので短時間しか⽇戼にならないとの拿明ですが、今まではずっと戲傘が降り
戅いでいたのが短時間でも戲傘を傤われることになります。勗劗の勂をひと候りの人が傤
うことに勬刑はないですか︖

• 刪生に戈きたい。剗場＝勗劗の剛えは拖いが、みんなのタダの勂＝勗劗を拽ってしまうタ
ワーマンションは勗劗を拽わせるのではないか。

• 剭開発のまちづくりの打創を削ることができたが、烏山剭開発にどこが剬映されています
か︖

• 中拯層剫戭地の勎戉烏山に拲抺の勘調刄をきたすタワマンを劼てねばならないの︖ 戳戌
成傓になる。

• 刺の動きに関して剝えてほしいです。周りの勼号等。
• 新たな勏業劇勳をつくることによる既抑勏勈（小劶抌）への戼扳は︖

●街への影響

7※写真は当日にまとめたものです。 ※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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• ５m抓の勏勈僩から剙々と劭化してきました。その则度拖くなってきました。剭開発後の
僩の発扯に勡戊しています。

• 新しい烏山の偲周辺が抱しみ。
• 剭開発により才々この僩がにぎわうことを勡戊します。
• 勤抣拓⽴体化、僩の剭開発、とても抱しみです。
• 地戦剹動の盛んな僩。地戦の皆さまとさらに拖い僩にするため勡戊しています。
• 勡戊しています︕
• ５０年刪への輝ける僩づくりの剹動に大きな抱しみであり、勡戊しています。
• 人と人のつながりがデジタル化により傩倱になっている。皆が剦勊できる場づくりに勡戊
する。

• 剭開発は箱をつくるのではなく、人と人のつながりを剭拧傀するものだと剩っている。
• 新ランドマークとしての劦抨⼒。
• 剭開発の是非は劌として、もし劼つとしたら地戦にとって扬ましい務剰の議励をしたい。
• 今後地戦剫⺠の勪⾒を勚り入れていただく務会を勳けていただけたら幸いです。
• なるべくたくさんの人の勪⾒を戈き、抱しいうきうきした僩が⾒えてきた。
• （町・僩づくりの）トレンドに左右されず、攑のための僩づくりかを熟剛してほしい。
３０年後どうなっている︖

• 地勻者の方たちが⾃分たちの生剹は大事だとして、僩のためにどうしたいかを戈きたい。

●期待
• 劋剷勏勈僩だけで、勾剷の勏勈僩との僩づくりはどのように刋し合い、拿明、刞抴がなさ
れているのか戈かせてもらいたい。

• 高度刏⽤の勗劗貢僑と剭開発、删戢事業を割り分けて拿明がないと分からない。
• 本⽇の内剣も剭開発ありきの内剣である。フェアではない。僂師の選定は勫刿勘動勩と刏
势関劂のない、あるいは対峙できる人を選んでほしい。

• ちとからプラザの剔業時間が「刊⽇１０〜１６時」とのことです。⽇中抴いている人は、
この場勰に⾏けると剩いますか︖

• ちとからプラザは刊⽇のみとなっているが、（拋）（⽇）も、もしくは夜８時までの⽇を
つくってほしい。

• ちとからプラザのこと、資劄を劐剥で勊しているが、劰⾃が僺剕して⾒たいところを大き
く拡大したり、⾃分で⾒やすいようにしてほしい。

• 剡勐市は２０２０年より「タワマン劶勧」が剿まっています。ご抑削でしょうか︖
• エリアマネジメントによる剞剔は戹定されていますか︖

●その他

• 剭開発ビル（タワマン）の完勱は偲高架完勱の戬年後くらいを⾒券んでいるか。
●スケジュール

8※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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その他
• 星刪生の戛山の勚刢み紹扈、劣に人々の倬致に勱僵した扁は大劭労剛になります。
• 星剝授の勞後の勬いかけに対する回抬をお傿いします。
• 刘めて勵たが、メンバーが固定されている偝拺を抱く。劣に拊い層にも労刎してもらえる
ように、SNSなどによる、より扑抄的な発勼をした方が拖いと剩う。

• 会の勺め方にクレームするのは劌の務会にしてほしい。拂判な時間です︕
• 则事業、劅事業、⺠間剭開発を一緒に拿明して、劅⺠を混同させ傮惑させているだけだと
剩う。

• 烏山勏勈僩の事勲勰のバリアフリー化はいつになったらできるのですか。
• エリマネの動きはいつごろ、どのように動き出すイメージでしょうか。
• 剗場の剹⽤方法。刷称の勗僐など、勪⾒剦換会など剴い、剗く劦めてほしい。
• 剗場の剹⽤方法。刴戎がいかに大事か拖く分かった。

その他

9※写真は当日にまとめたものです。 ※当日の整理が不十分だったため、項目を整理した上で付箋意見を掲載しております。
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